
『カ イ ン」 に み る バ イ ロ ン の宗 教 心

一人類 にとっての希望の火を求めて

黒 田 修

目 次

頁

1

2

3

4

5

6

序

I

H

皿

結

注

知性的 自我のめざめ

プ ロメテウス精神

意識 と苦

自我と意識

意識 という宇宙球根

意識 に内包 された苦 の不可避性

意識の死

他者 は自分 の変遷

意識の閉塞性

序

(1)

バ イ ロ ン(GeorgeGordon,LordByron)が 自 身 「精 神 の 劇 場 」 と名 づ けて い る作 品 中

『マ ンフ レ ッ ド」(ル7anfred:ADramaticPoem)と 『カ イ ン』(Cain:AMystery)が 異 彩

を 放 って い る。 こ とに 『カ イ ン』 は 特 異 で あ る。 これ は,1817年 に 「マ ンフ レッ ド』 出 版

後4年 を 経 て,詩 人 の 晩 年1821年33才 の 時 に書 か れ た詩 劇 で,詩 人 自 身 の 表 現 に よ る と,
　

「マ ンフ レッ ド』 と同系列 で形而上 的文体 の作品 で あ り,た しか に両者 類似 して い るので

あるが,実 は 「カ イン』 の方 が は るか に円滑 に しか も強 烈 に余 す と ころな く詩 人 を乗 せて

運ぶ ことに成 功 してい る。

「もとよ り,「 バ イ ーーン」熱 に取愚 かれて いた頃 の一 部人士 な らば,こ れ に戦慷 と恐怖

を感 じた ことで もあ ろ うが,我 々 に して みれ ば これ を さほどの力 あ る作 とも思 えない。バ

イロ ン的 な世界観 に して も 「マ ンフ レッ ド」 に於て の方 が,よ り豊 か によ り芸術的 に表 わ
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『カイン』にみるバイロンの宗教心

されてい る と思 うの であ る。 ただ,「 悪」 の芸術 化 と しての一標 本 と して この詩劇 の名 は
(3)

幾 らか の人 に記憶 されては行 くだ ろう。」阿部知 二 は このよ うに 『カイン」を評 してい る。

なるほ ど詩 人 の苦 悩 と混迷 をその まま投影 した とい う点 では,「 マ ンフ レッ ド」 の方が,

『カ イン』 よ り勝 ってい るか も しれ ない。罪責 感か ら くる苛責 を悶 々の うちに持 て余 し,

自己忘却 を願 うマ ンフ レッ ドの底 無 しに暗い胸 の 内が,ち ょうど閉 され たマグマの よ うに

凄い勢 いで胎 動 して い る。 しか し,そ れ はあ くまで も個 人的主観的 な世界 に留 ま って い る。

ところが,『 カイ ン」 において は,「 マ ンフ レッ ド」 で未 分化未整理 の状態 で1/1ってい た

テ ーマが,聖 書 の題 材を得 た ことで,一 挙 に個 々の次元 か ら普遍的次 元 に昇華 し,詩 人 の

全てが有機 的 に開花 し溌渕 と遺憾 な く発揮 されて い るのであ る。

しか も読 み方 によ って は,な に もバ イロン熱 に取葱 かれてい た頃の一部 人士 な らず とも

はなはだ恐 ろ しい作品 なのであ る。 当時の人 々を.一,.さ せ,あ の ゲ ーテ がエ ッ カーマ ン
(4}

(J.PeterEckermann)に 「カイン』 を読 む ために英語 を学 ぶよ う勧 あた とい われ るの

もな るほど と頷 ける。 「カイン』 では,「 マン フ レッ ド」 にrn-n芽と してみ られ るキ リス ト教

社 会批判 が直 裁 に表現 されてい る。 しか し当時の入 々が驚 き恐れ怒 った のは,自 分 達 の基

盤 であ るキ リス ト教社会 を脅 かす程 の勢い で,詩 人が猛 烈に批 判 ・攻 撃を加 えたか らだ け

の ことではあ るまい。 「カインCに は希望が ないの であ る。 ゲ ーテの 「ファ ウス ト』や 旧

約 の 「ヨブ記 」 に見 られ るよ うなあの救 いが見当 らない。 「マン フレ ッ ド』 において も希

望が ないのでは あるが,そ れが マ ンフ レッ ドとい う個 人的な レベル に留 まって い るため読

者 の側 か らは まだ客観 視で き るが,「 カイ ン』 に至 っては それが で きな い。 カインとい う

普遍的 な精 神 の レベル にす え られ た絶望 は,も はや他人事(ひ とごと)で はな くなるので

ある。 しか しそれ は一 読 した限 りの ことで,何 度か読 み返 して み ると,「 カイン」 にはた

しかにキ リス ト教 的 な ものではない けれ ど,ど ち らか とい うと異教 的 な匂 いのす る光 明の

兆 しがあ る。 それは キ リス ト者の側 か らは見 えない。や は り希望 が ない とい う ことで嫌 わ

れ排斥 され る。 それで も詩人 は 自説を 曲げた りす るどころか,伝 統 的信仰 にあ る誤謬 ない

しは欺 隔 に しが みついて い る人 々は根底 とす る ところか らゆ さぶ られて い るの に気 づかな
(5)

いのだ とい ってIFI'らない。 そ こまで詩 人は カイ ンを同時代 入のみな らず現代 人 に も引 き寄

せ て止 まないのであ る。 いや,未 来 において も未 だ人類が 同 じと ころに留 まるな らば,や

は りその未来 人の胸 を も打 ち叩 くことであ ろ う。
(s)

そ もそ も 「精 神の劇場』 そ の ものがギ リシア的な ラプ ソデ ィーを 目指 して お り,ひ いて
{z)

は従来 の イギ リス劇 とは違 った本格 的な イギ リス劇 とな ることを意 図 してい る。 『マンフ

レッ ド』 に も 『カイ ン』 に も,そ うい うわけで,共 通 してギ リシア的 なあのプ ロ メテウス

の精神 な どが基調 とな って いた りす るのであ る。 それは,詩 人が従 来 のキ リス ト教観 に依

拠 す る ことな く,む しろ努 めて その枠 を飛 び出 し一切 の既 存 の概念 を取 り外 した ところか

ら物語 ろ うと して い るか らであ る。 それ もただ単 に物語 るだ けに留 ま らず,実 際 の行動 に

おいて も,社 会 の欺 隔や不正 に対 して過敏 な まで に鋭 く且つ容赦 な く立 ち向か う。 その意
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味 か ら,「 カイン』 「マ ンフ レッ ド』 は,詩 人が,現 実 において非 運 に も目的 は達 せ られ

なか ったが,ギ リシアの トル コか らの独立 を助 け るべ く実 際 の行 動を起 こ したの と軌 を一一

に して いる。 この精 神 こそ,あ らゆ る迷妄,あ らゆ る束縛,あ らゆ る呪縛 か ら入 々を解 放

しよ うとす るプ ロ メテ ウスの それ で あ る。 そ して この精 神 は,「 マ ンフ レッ ド」 よ り も

「カイ ン』 において よ り鮮烈 に,ま るで堰を切 ったよ うにほ とば しり出て い るの であ る。

それ故 「カイ ン』 には時代 を越 えて一 切の既存 の概念 を蹴散 らす普遍 性が 見 られ る。 「カ

イン』 にお いて最 も水 を得 たよ うに詩 人が縦横 無 尽の働 きを して い る,正 に この点で,そ

して その働 きを通 して,ど んな迷妄 も束縛 も打 破 しよ う とす る果敢 な精神 が人類 の根 底 の

問題 に火を つけた とい う点 で,「 カイン』 は特 異 だ とい った のであ る。実 に それ は形而一ヒ

的 な問題 で あ り,そ のよ うな主題 を両 作品共 に扱 って はい るのであ るが,や は り 「カイ ン』

の方 が好適 な題 材 を得 た ことで,「 マン フ レッ ド』 以上 に忠実 に詩人 の意図 を伝 えて い る。

す なわ ち,「 カ イン』 の方 が完成 度が高 い とい う点 で,『 カ イン」 を取 り上 げ る ことにす

る。

だい たい,創 世 記 に しるされた 「カ イン とアベル の物 語」 は,人 類 の歴史 に展開 を与 え

た原初 にお け る一 契機 とい う意味 の,ご く短 い エ ピソー ドの形 で しか表 わ されて いない。

今 こ こに取 り ヒげ る 『カ イン」 は,聖 書 に見 られ る挿 話 を詩 人 な りに解釈 を加 え拡 大 させ

た もので あ るが,〈 兄弟殺 し〉 とい う悲劇 の非 日常 的モ チー フに全 く今 日的 な 日常 的殺 し

の意 味づ けを施 した と ころに現代性 が あ る。 又,絶 望 の どん底 に突 き落 され た カインに寄

せ る詩 人の まなざ しに,い うにいわれ ぬ優 しさが漂 って い るのを感 じる。 そ こに は,深 い

絶 望を見 る者 に宿 る一種崇 高 な宗 教性が あ るよ うに も思 われ るので あ る。

カイ ンに よる弟 アベル殺 しは如何 に して な され たか。 詩人 がそ の殺 しに見た ものは何 か。

それを 明 らか に して い くこ とで,表 現 以前 にあ る詩人の精神,も う少 し限定 して,詩 人 の

宗教心 を探 る手 掛 か りを求 め,同 時 に,カ インの今 日的意味 を考 えてみ よ うと思 う。 そ う

す る ことが,詩 人 が 目指 した 「精神 の劇場 」 の意 図 に沿 う ものであ る ことと信ず るか らで

あ る。

1知 性的 自我 のめ ざめ

カインの現実の地上認識は家族 の他の者達 とは異 っている。家族の者達は,創 造主に対
(8)(9)

す る絶 対信仰 か ら,「 全 て神の御 旨」で あ り 「悪 も善 に至 る道」 とい うことで納 得 し,日

々の苦 痛 も耐 え忍 ぶが,一 方,カ インは地 上 のあ りの ま まの葛藤 世界 をその まま受 け入 れ

ることが で きない。 だ か らカ インには,父 母 や弟妹 たちが 従順 に神 を崇め犠牲 を捧 げた り

祈 った りす る ことが理 解で きない。何 故な ら,神 は 自分を現 在の立場 に追 いや った者 で あ

り,彼 に と ってその 立場 は いわれ な く苦 し く納 得 のいか ない ものであ るか らだ。

カ インは 置かれ た立場を考 え,自 身の生 に疑問 を持 つ。 日々の生 活 の うち に感 じるまま
(10)

素直に,結 果 として生の果実は苦いと判断 し,決 してそれを他の者達のように神の側に立
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って弁 明 も しくは正 当化 した りは しない。

そ こには,お よそ原初人 の イメー ジか らは程 遠 い近代 自我 の知性 的 な葛藤 に悩む,非 常

に神経過 敏 なプ ロフィー ルが浮 かび あが る。 われ われ現 代人 の生活 に引きつけて普通 に考

えれば,日 々の平板 な生活 をそれ ぞれ多少 の難 ぐらい苦 もな くや り過 ご してい るのであ る

か ら,深 刻 に とやか くい う程 の ことはないでは ないか と思え る。 それ は常入 か ら見れ ばた

しか に病 的で はあ る。 しか し客観 的 に外側 か ら,カ インとい う人 間が いか に病 的で逃避 的

で ある と批 判 した り,も しくは非 難 した り しよ うとも,カ イン自身が苦を切 に実 感 してい

るこ とは どう しよ うもな い事実 であ る。

そん な カインに潜 在 して いる 〈カ インの原理 〉 とで もい うべ き もの に,思 想 と して表現

を与 えるのが,一 度 神 と戦 って破 れ たル ー シファであ る。 そ して尚 も神 と戦 い続 ける この

悪魔 の論理 が,カ インに よ って体現 せ られ地上 に展 開 してい く。

そ こで この二人 の登場人物,ル ー シフ ァとカ インを思想 とその表現 として相補 的 に考 慮

して みる と,そ の発想 の根源 に人間誰 しも苦 しい時 に思 わず苦 しい と叫 び声 をあ げるよ う

に,苦 悩 す る人間 の芯 か らの切 な響 きが 聞かれ る。

「ど う して このよ うな辛 い目に会 わなけれ ばな らないのか。 こんな ところに生 まれたい
にお

と思 った り した ことはなか ったの に。現 に生 きて はい るが,そ れ も単 に死ぬた めに生 きて
に　ラ

い るに過 ぎない。生 が時 には短 い快楽 の刹 那を差 し挿 む こ とがあ って も,や がて は未知 の
(13)

死に導かれゆ くのみであるとは。長い間苦 しんだあと死ぬだけの者 に生命を与えることは,
1141

正に死をまん延させ殺人を増殖することになるばかりではないか。そのような生命を創造
(15)

した もの こそ呪 われ るべ きだ。」 とい うカ インにシー シフ ァは,「 神の創造 にあ る悪が どう
(16}Q7i

して善で あ りえ よ う」 と敢 えて神 の面 前 にて いい放 ち,「 自分 な らこの よ うな悪(苦)の あ
(181

る創造はしなかったろう,神 が全能であるからといって,神 の創造世界をそのまま受け入
(19)(201

れ神 にへ つ ら うのは奴隷 で ある。 そ こで,知 の喜 びを得 てそ の力 によ って永遠 に生 き,不

(21!

死 とな って反抗 す るのだ」 と説 く。

そ して,空 間の深淵 や黄 泉 の国 な どにカイ ンを伴 い導 いて,宇 宙 の過 去 ・現在 ・未来 の

姿を示 し,人 間存在 の虚無 性を嫌 とい う程思 い知 らせ,存 在 の ど う しよ う もなさを もた ら

した創造主 に対 し 〈反逆 す る心〉 を開花 させ る。 これが ひいては カ インの兄弟殺 しに繋が

るので あるが,こ こで分 ることは,聖 書 の中の兄弟殺 しに詩 人が見 てい るの は,た だ単 に

神 か ら愛で られ るアベルに対す るカ インの嫉妬 とい うよ うな短絡的 な原 因だ けで はない と

い うことで ある。

作品で は,ア ベルが神のみか父母 か らも寵愛 を受 けるに反 して,カ インは神 に も父母 に
i23)

も顧 み られ ることは ない。 これ に対 す る嫉妬が ルー シフ ァによ って も掻 き立て られ る。だ

か らこの作品 にお けるカ インの兄弟殺 しの要 因 と して,聖 書 において も察 せ られ る通 り,

アベル に対す る神 の偏愛 とい うことが考 え られ るが,そ れ だけでは ない。

もう一つ兄弟殺 しの要 因 と して考 え られ るの は カ インの性情 とい う ことであ る。 これに
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ついて は聖書で は余 りは っき り して いな いが,作 品 では,羊 の群 の如 く温和 で あ った アベ

ル に対比 して カインは生 来 その性質 が母 の胎 内 よ り粗 野 で強 情で あ った。

カ インは弟 を殺 した後,罪 を宣告 しに降 りて来 た天使 に こうい って い る。 「今 あ るが ま

まの私 が元 よ りその ままの私です。 私 は,生 命 を求 めは しなか った し,私 自身 を造 りも し

なか った。」 ここで分 るよ うに,カ イ ンは生 まれなが らに弟 アベル を殺 す素 因を持 ち合 わ

せ,出 会 うべ くして ルー シフ ァと出会 い,他 の種 々の契機 にの っか り,遂 に兄弟殺 しを犯

して しま う。 すな わち,〈 兄弟 殺 し〉 は カ インの誕生 以前 に既 に始 ま って いた とい う,正

に 〈運命 予定〉 とい うことを詩 入 は読 み取 って い るよ うであ る。

さ らにこの運 命予定 とい うこ とと絡 ん で,詩 人 は カ インの中 に,そ の存 在 自体 に根差 す

自分 の運命 に対す る憤 りが潜 在 してい るのを見 る。 それが顕 在化 して爆 発 したのが現 象 と

しての兄弟殺 しであ る。憤 りのあ らわれ と して は何 も他殺 でな くと も自殺 で もよか ったか

も しれ ない。 とい うのは,カ インが 自身のい われ のない労役 や苦 のあ る生 を憎む時,そ の
{?51

対 極 にあ る死 を安息 と観 て憧 れた り死 後の世 界を想像 して みた りして,大 い に自殺傾 向が

見 られ るか らであ る。 が,と もか くカインの場 合,爆 発 の契機 が た またま兄 弟殺 しにつ な

が ったのだ と考 え うる。

カ イン とい う存在 が置か れて い る立場か ら自ず と生 じる自分 の運 命 に対 す る憤 りとい う

ものを,カ インは自身 の生 身 で生 を受 け とめ た ところを基 に して,人 間 と して最 も素朴 で

しか も自分 に正直 な 〈なぜ〉 とい う形而上 的疑 問の形 で示す ので あ るが,そ れは,自 身の

存 在 に,生 きる上 におけ る諸 々の苦 に,又,死 とい う もの に,そ してそれ ら一 切 を包 含す

る宇宙 のか らくりその もの に,さ らに,そ れ を創 り出 した ものが あ るとす れば その創造者

に向 って発 せ られ るのであ る。

ルー シフ ァが 「自分な らこん な創 造 は しなか った ろ う」 とい う時,又,カ インが神 を誹

講す る時,神 の手 にな る苦 の宇宙 を忌避 す る余 り,そ のよ うな宇 宙 の根源 す なわ ち創造 主

を打 ち倒 し,二 度 とこのよ うな宇 宙を創 らせ ない よ うに しよ うと発願 して い るこ とにな る。

それは又,宇 宙 は このよ うな世界 で あ って はな らない,何 とか しな くては な らな い とい う

よ うな一 つの新 たな運動 を起 してい る ことに もな る。

兄弟殺 しの契機 と して もう一 つ カ インの抱 く く死 の想 い〉 を忘れ るこ とはで きない。兄

弟殺 しのテ ーマの底 に死の想 いが脈 動 して い るか らで あ る。 それ はち ょうど意識 の底 部 に

無意識 があ って,そ れが意識 を突 き動か してい るの と似て い る。 そ こに又,詩 入 自身が ダ

ブ るので あ る。 つま り死 の想 い とい うのが半 ば無 意識 と して,詩 入 の意識 に大 き く関与 し

て この作品 の カ インが で き上 った と考 え られ る。 それ程 死 とい う ものが作品全 体 に色 濃 く

あ らわれ てい る。 図式 的 にい うと,こ の作品 のテ ーマ と して,兄 弟殺 しの前 に カ インの憤

りが あ り,そ の前 に死 の想 いがあ る。 さ らに死の想 い に集 中す る前 に カ インの眼前 に開 け

てい る宇 宙が あ り,そ こに苦 とその集 約 の死 の運命 が ある とい うことにな り,そ の 〈カ イ

ンの憤 り〉 とい うものを理解 しよ うとす れば,ど う して もこの図式を遡 って考 え ざるをえ
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ないの であ る。

それ では一体 それ は どうい う憤 りなので あ ろうか。 いい換 え る と,討 ち滅 ぼ したい とま

で思 うよ うな宇宙 とは どの よ うな宇宙 であ るのだ ろ うか。 そ こで今述 べ たよ うに,こ れか

ら順 次,作 品で触 れて い る苦や死 や死後 の世界 な どをな るべ く現 実 に引 き寄 せて 自分 な り

に考 えて い こう と思 う。

Hプ ロ メテ ウ ス精 神

さ らにカ インの憤 りとい うものを考 えてい く前 に,触 れて おかね ばな らない こ とが一 つ

(26)

ある。詩人が作中の人物を通 して昂揚す る,そ れを悪魔的なポーズだとか,当 時流行の世

界苦を背負 った宇宙的絶望のポーズだと観 ることがある。 それは詩人のとる創作態度が悪

魔的で しか もプ ロメテウス的であるところか ら,そ の誇大悲壮感を指 して,そ れが詩人 自

身か ら非常にかけ離れた ものとしてとらえることによるのであろう。なるほどこの 「カイ

ン」 において もた しかに表現の誇張は各所に見 られる。だが果 してそれを指 してポーズだ

といえるだろうか。tズ という語の響きにあるようなわざとらしい気取 りがそこにある

だ ろ うか.こ の詩 入 のポー ズ性 に対 して はむ しろマー チ ャン ド(L .A.Marchand)の 藤

に くみす るのである。

激 しい社会痛罵を したことでかえって非難を蒙 る詩人を庇いたい一心でその気持 ちを正
i29)

当化する余 り,ト マス ・ムア(ThomasMoore)に 倣 って詩人とその作品を好む同時代人

及びヴ ィク トリア朝時代人が採用 したいい方であろうと考える方が納得がい く。つまり詩

人自身は社会か ら逆 に非難を浴びるような事を考えているのではない,あ くまで も見せか

けなのだ といって詩人の痛烈な批判精神をカモフラージュす るのである。 ところがそれは

実際にはポーズなどではない。それどころか社会 も詩人 自身 も赤面す るくらい何事 も赤裸

々である。

詩人が社会の因習や欺隔を痛烈に批判する時,神 に敵対する悪魔 と化 したり,大 鷲に肝

臓をついばまれなが らもゼウスに抗が うようなプロメテウス精神の権化 と化 した りす るも,

全ては詩入自身の内面か らのほとば しりをうま く吐かせ るためであるのだ。t一 ズと観 ら

れる壮大な宇宙的セッ トも詩人の真摯 なエネルギーの噴火 口として働いているに過 ぎない。

それ程エネルギーは大であったのである。

詩人が 自ら語 る創作の動機には真実味がある;創 作か ら公的な出版 の段階 に至 るまで,

終始 自分自身のためにしていることを,利 己的で忌わ しいと感 じつつ も,や は り書いて放

出 して しまわねばどうにもいたたまれない という正直な心情を吐露 してい る。

私見であるが,こ の内か らの突 き上げは,お そ らく詩人が大部分われ知 らずの うちに抱

いている 〈罪責感〉 こそその正体であり,そ れが作品の題材の選択を決定 し,傾 向として

暴力 と殺人,そ してそれに伴 う苦悶とい った主題を持つかあるいはその傾向の作品を多 く

形成す ることになる。 しかも内か らの突 き上げは創作のみに留ま らず,現 実の行動にもほ
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とば しり出ず にはや まなか ったの ではないか と思 え る。 もっと も殺 人や暴 力はペ ンで机 上

に抑 え られ,そ の衝動 は裏返 しの罪 の償い と して の補 償 の形を取 り,入 のため の解 放独立

運 動 な ど英雄 行為 とな った。

r衝 動 とい ったが,第 五 代バ イロンす なわ ち詩 人の大 伯父 にあた る人 が ロン ドンの とあ

る クラブで酒 を飲 んだ あげ く猟 鳥肉 の保存 法 の ことか ら 喧嘩 して 遠 い 親 戚 のチ ョワー ス
(311

(WillamChaworth)を 実 際 に刺 し殺 して しま った ことは有 名で あ る。彼 に限 らず 父方母

方共 に気質 の 烈 しさは病 的で,合 法非 合法 を問わず様 々な種 類 の殺 人を犯す ことに もな っ
(321

た し,又 しば しば 自殺者 も出た とい う事実が あ る。

詩 入の祖先 の血 には明 らかに異常 な衝動 が 見 られ る。 それ らは詩 入自身の罪 ではな いけ

れ ど,先 祖 か ら受 け継い だ血の 中に衝動 と して 脈打 って い る と考え られ る。 この よ うな考

え方が フ ロ イ ト,ユ ングの あ とを うけて,ウ ィー ン大学 で医学 を勉強 した リポ ッ ト・ソン

デ ィ(LiPotSzOndi)に よ る 「運 命心理 分析学 ・家族的 心理学 」 に見 られ る。 それ は フ ロ

イ トの個 入の無 意識 層 とユ ングの集合 的無 意識 層 との中間 にあ る 「家族的無 意識」 とい う

領域 を解明 す る研究 で あるが,そ れに よる と,「 この家族 的無意識 とい うの は,個 入 のな

か に抑 圧 されて い る祖 先 の欲 求が,恋 愛,友 情,職 業,疾 病及 び死亡 にお ける無 意識的選
(33)

択行動となって,個 入の運命を決定する,と いうのである。」

自身にしてみればいわれのない先祖の犯 した罪 によって,無 意識の うちに潜在的に殺人

や暴力の方向に駆 りたて られる傾向と,そ の罪責感か ら罪の償いを求める気持ちに衝動的

に駆 りたて られ る傾向を詩人は同時に合わせ持 っていたのではないか と思われる。そうい

う対照的な両極が詩人の精神の糸を両端いっぱいに引張 って緊張 させ,そ の極度に緊張 し

た糸の上を常に端か ら端 に行 った り来たりしていたのではなかろうか。詩人 自身そのこと
(341

について触れている。そういう精神の状態か らこそ,こ のような作品が奔流のように生み

出されて くるのであろう。

殺人とか自殺とかの極端な暴力がふ るわれた修羅場 には想像 を絶する地獄的苦患がある

であろう。地獄を 見た者でない と地獄の苦 しみは分 らないというが,実 際そのような罪が

どんな ものかは罪を犯 した者でないと分 らないか もしれない。 しか し詩人は先祖か らの血

を通 して殺人者の罪のどうい うものであるかを無意識のうちに把束 しているらしい。詩人

が苦痛 というものに非常に敏感なのはそういうところか ら来ているのではないか と思える。

い じめたり傷つけた り損 うことに対 して過剰な程感受性が鋭い。他者が苦 しめ られ るの も

たまらない,自 分以上に同情するところがある。
(351

例 えば,ヵ インが ルー シフ ァに向 って話 す蛇 に咬 まれ た小 羊 のエ ピソ～ ドや アベル の供

え た祭壇 の犠牲 に寄せ るカ インの憤慨 の場面 を見れ ば それが分 る。 他者 の苦 痛 を 目の 当た

りにす る ところか ら,ど う して このよ うに惨 酷 な苦 しみが な けれ ばな らない のか,神 が喜

ぶか らとい って なぜ罪 もない小羊 の血 を流 して命 を奪 わねば な らない のか,し か もい われ

な く苦 しむ ことを なぜ 「悪(苦)も 善 に至 る道 」 とい うことで是 認 し又耐 え忍 ばな けれ ば
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な らないのか,と い う入間 に とって の赤裸 々な問 いがそ こで も詩 入 によ って投 げか け られ

てい のを見 る。

これ らの問いか けは直接 にはキ リス ト教社会 を告発 してい る ことに なる。 その糾 弾 の鋒
㈱(381

先は,〈 いわれ なき苦 しみ〉 を正 当づ ける 〈原罪説〉 とそれ を信 ず る人 々に及ぶ ので ある。

い われ な き苦 しみは何故 あるのか。原罪が あ るか らであ る。で は原罪 とは何 か。始祖 ア

ダ ムと イブが犯 した(神 の命 に背 いて善悪 を知 る木か ら取 って食べ た)罪 の こ とであ り,

その罪 によ って子孫 は苦 しむので あ る。

た しか に この原罪説 とい うもの によ って,な に故い われ な き苦 しみが あ るかは 明快 に説

明 され る。 ところが,そ れ では なぜ人 間には原罪 とい うものがあ るか又 なければ な らなか

ったのか とい うことになる と何 ら説明 されては いない。 それ を 「それ は神 の御 旨だ」 とい

うこ とで逃 げて しま う。 これ が詩 人 にと って欺 朧 と映 る部 分で あ る。

それ はち ょうど神 は絶対で あ るか らとい って人間 を犠 牲 に して それで正 しい と囎 くの と

同 じで あ る。 神 に仕 え神の ために生 き神 に全 てを捧 げる とい うのは,神 の記憶 に留 ま り己
闘

れ一人永遠 の生 命 を得 よ うとす るに等 しい全 く利 己的 な態度で ある。 さも人間 の外 に真実

があ るよ うに見せか け,そ れを権威 と してで っち上 げ従 わない者が あ るとその劫罰 が下 る

と威 す。一旦権 威 とな った もの の力 は凄い。全 てを盲 目に して しま うか らだ。 しか し少 し

考 えれば権威 も何 のた めの ものか明 らかであ る。 それはや は り人間 のための もので あ り,

人 間が捏造 した もので ある。 何故 な ら人 間が いな くては神 もおれな いか らであ る。権威 と

は元来 そ うい った もので,も ともと人間 に必要 とされて生 じたはずの ものであ る。

そ こで カイ ンは,そ うい った権 威 とな った考え方 は捨 てて,自 分 の生身 で判断す る とい
(40)

うので あ る。原初 に罪が あったか ら人間 に苦 しみが あ るのか ど うかは分 らないが,た だ確

実 にいえ る事 は現実 に苦 があ る とい う ことで あ る。

そ こか らカインの知性 の思考が 始 まる。 そ こで われ われは一体 どう して死 に集 約 され る

苦 しみを背 負わね ばな らぬ と ころに立 って い るのか とい う初あ の問 い に返 って くることに

な る。 それ に答 え るの にカール ・セーガ ン(CarlSagan)の 表現 を借 りる と,「 新 皮質

の発 達以前 で も,す なわち楽園追放 の前で も死 がなか ったわけで はない。 ただ,死 が 自分
ゆ

の運 命で あ ることに誰 も気 づ いて いなか ったにす ぎな い。」 とい うことに なる。 つ ま り,

われわれ は自 らの中 の知 に 目覚 めて しま った(善 悪 を知 る ことが原 因だ とい う原罪説 の指

摘 と一 致す るが,原 因が あたか も自分 の外 にあるよ うな錯覚 を抱 かせ るところが 問題 なの

で あ る。あ くまで も自分 自体 に元 よ り原 因が内蔵 されてい るので あ って,ど こか外 にあ る

ので はない)。 われわれが苦 しむ原 因はわれわれ 自体 の中 にあ る 〈知 る〉 とい う認識作用

で あ った。 それ はつ まり次章以下 で問題 に しよ う とい る意識 その ものに他 な らない。意識

があ るか ら苦 しいので あ る。

苦 は知 の宿命 で あ る。 では知 に 目覚 め なけれ ばよか ったのか。詩人 は カインとルー シフ

ァとの対話で次 のよ うに答 え る:神 が知恵 の木 を禁断 す る前 にその よ うな ものを植 えなけ
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れ ば もっ と良か ったのだ,そ うすれ ば入 は知 に 目覚 めないか ら死や苦 を知 らず に済 んだの

に。 とはいえ,宇 宙 自体 に悪があ るか ら,知 に 目覚 めな くと も,こ の宇宙 に留ま る限 りこ

の宇 宙 の一 部 としてそれな りの悪 の影響 を受 け ることには変わ りはない。 だか ら,悪 を知

らない ことも決 して悪 か ら救 うことにはな らない。

・2・(楽苦)を 知 るよ うにな った,つ まり意識す るよ うにな って本 来あ る苦 に気づ いた。

この ことは何を意味す るので あ ろう。
!43)

〈苦 を知 る〉 とい う主題 は,ゲ ーテの 『フ ァウス ト』 に も旧約 の 「ヨブ記」 に も扱 われ

てい る。 と もに悪魔が介 在 し,そ の 「悪魔 の仕 事は入間を刺戟 しかえ って神 の業 を助 け る」

運 び とな る。 フ ァウス トも ヨブも幾多 の苦 を経 たのち最後 には神 と和解 し救 われ る。 『フ

ァウス ト』 の訳者相 良守峯は 「迷誤 に陥 って深 刻な体 験をなす ことによ り,そ の魂はかえ
(451

ってみがかれて澄明の境に近づ く」といい,浅 野順一は 「苦痛にはそれ自身のうちに人間

を罪か ら浄化 してい く力を持つ,そ の意味で苦痛は人間にとって神の試練であるばか りで
(46)

はな く,そ の訓練で ある とい うことが語 られてい る,そ れ は救済 的な意味 を持つ。」 とい

って い る。

死 と苦 と神 は同義で絶対(者)と い う同 じ一つ と ころか ら意識存在 であ る人間 に迫 って
{47)

くる。 ヨブは何 を迫 られ たか一罪 の骸悔 であ る。何 の罪 か一 「知的傲慢 」の罪で ある。 ヨ

ブの場合,そ れは罪 もない義 入が何 故苦 しまね ばな らないかを神 に問い詰 めて知 ろうとし
(4鋤

た ことであ る。 『カイ ン』 は この辺 り 「ヨブ記」 と全 く軌 を一 に してい る。

ここで 〈苦 を知 る〉 とい うことの意味が次第 に明 瞭にな って くることが分 る。 ヨブが犯

した知的傲慢 とい う高 ぶ りの罪か ら分 るこ とは,ヨ ブに限 らず全て の人 は決 して自分 か ら

何かなせ るとい う自律的な存在 などで はな く,全 く逆 に常 に何事 によ らず受 け身の く自分〉

とい う意識 の側 に立 ってい るとい うことで あ る。意識者 と して立つ全て は く受 け身〉 だ と

い うことをまず思い知 らね ばな らない。 そ こに苦 が際限 な く次か ら次 へ と下 限 も極 まる こ

とな く苛酷 なまで に迫 って くる。 そ こにや っと甑 悔 とい うことが受 け身の側 に起 こ り,も

うこれ以上知 るとい うことの高ぶ りに懲 りる。 そ して徹底 して懲 りた時 に神 との和解が成

蹉す るとい うことで ある らしい。

それはいい換 える と 「神の全知全能 を新 たに認めた とい うことであ る。 「あなたにで き

ない ことはない。」すべて の ことで神 に禁ぜ られて い るものは何 もない。 これは神 の創造

とその支醒 に対す るヨブの全面 的な承認で ある。神 の創造 と支配,そ れ は入間 と して知 り
㈹

得 る以上 の ことで あ り,不 思議で あ り,神 秘 であ り,奇 跡で ある」 として 「自己放 棄,自
(50)

己否定」 する ことを意味 す る。

ここに見 るべ くは,限 りない苦で迫 られ ることによ って,受 け身 の側 に立 つ意識者 が言

葉 だけで な く情 動を込 め た戯悔 をす るとい うことが意味 ある こととして考 え られ るが,問

題 はそれが どの程度の浄化 とな るか とい うことであ る。 それ が果 して本 当に人間の救 い と

な るのであ ろうか。完全 に全面 自己放 棄す ることがで きた と して,そ うす ることで真 に一
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切の苦が もはや苦ではなくなるよ うなことになるであろうか。 まずはありえないことであ

ろう。

しか したしかに論理としては説得力がある:完 全自己放棄によって初めて救いが もた ら

されるのである,だ か らそのためにまず意識が目覚 まされ知 ることがで きねばな らない,

そ してあ りとあらゆる苦によって徹底 して迫 られ遂に真 の繊悔に至 りそれが完全 自己放棄

につながるのであると。

つまり苦があるのに意識が無 くて気づかない段階で留まるよりも,知 を得て堕ちたけれ

ども実はそれも神のはからいで,苦 を知 り臓悔することに依 ってかえ って従前の無知の時

より高みにのぼりうるのだというのであろう。 しか し苦を知 り峨悔す るとい うことはいた

めつけられて降参せざるをえないか ら降参するという事であるが,そ れに対 しては何 と説

明するのか。やはりそれこそ神の御 旨でそれが救いとなるのだというのであろうか。

よ く考えれば,こ れも先行する現実を大前提に し,そ こか ら現実を納得 し易いようにう

まく正当化 した単なる事情説明としか思えないのである。何故ならそれではどうして初め
6P

か ら堕ちることなくずっとその高みに知恵 と生命を得た状態でおれなかったのか(原 罪が

何故なければな らなかったのか)に ついては依然少 しも説明されてはいないか らである。

元来苦 しみこそ遠避けたい ものだったのではなかったか。死ぬ ことこそ本来絶望だったの

ではなかったか。それを 「全ては神の御 旨だ」で片づけて しまう。 これでは原罪説 もいわ

れなき苦 しみを明 らかに したことにはならない。現実の説明のように見えて単なる堂 々巡

りに終 っている。

ここに至 って詩人 と詩人が告発する人々との間にある明 らかな姿勢の違いが見 られるの

である。神の御旨を信ずる入々は,苦 しむ ことが救いに至 る道であるとしてあるがままを

良 しとす るのに対 し,詩 人はこの現実の苦 しみを何 とか超克 しようとせずにはおれないの

である。

そこに詩人が一切の権威や既存の概念を打破 したところか ら立 とうとする由縁がある。

いわれなき苦 しみが自分とい う意識に内蔵 されてある一 この現実か らこそ詩人は立とう

とするのであり,こ の生の苦 しさそしてその集約の死を何 とかできない ものかと足掻 くの

である。そ してその足掻きは非常 に壮大な姿を借 りて作品に現われるが,そ れはポーズで

も何でもない。詩人が芯か ら救いを求める切なる叫びなのである。そ して詩人固有の宗教

心はこの叫びの中に散見できる。 それは自分 自身の手にする希望の火が人類の救済につな

がるというあのプロメテウス神話 に象徴 される通 り,人 類の悲惨や苦 しみに心を寄せて,

いかなる権威であろうと物 ともせず,み ずからがその火を手 にせずにはやまないとい う気

迫 によって成 り立 っている。この発想は詩人自身の自覚はどうあれ,む しろ仏教の菩提(内

奥に向う知恵)を 求める心すなわち衆生 の救いとなるべ く範を示すために自か ら仏に成ろ
舳

う とす る方 向 に近 い とい える。詩人 が常 々 この発想 に近 い ところに立 ってい たか ど うか は

分 らない。 しか し少 な くと もこの作 品 においては明 らか にキ リス ト教 義 とた もとを分 って
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い る詩 人が 見 られ るので あ る。

詩人 の宗教性 を考 え る時,先 に述 べ た内か らの突 き上 げ としての罪責 感 に絡 む こ とであ

るが,詩 人 の幼児 期の心 に刻印 された強 烈な体験 につ いて補足 して おかな くては な るまい。
X531

どち らか とい う と光 の少 ない北国 ス コッ トラン ドの アバデ ィー ンで,地 理 的風 土か ら くる
(鋤

陰欝さとどち らかとい うと特殊な家庭環境に育 った詩人の生い立ちに秘め られた諸々の因
155)

子 の うち,ま ず挙 げ られ るの は彼 自身 ど う して も意識せ ざるをえなか った足 の不 具 の こ と
く　　

で あ る。 乳 母 の ア グ ネ ス ・グ レ イ(AgnesGray)と 一 緒 に い た 時,こ の 足 の こ とに あ る

1571

女性 が触れ た折 の ことや,母 親 や級友達 に よる罵 りは,拭 い消 す こ とがで きない思 い出 と
(58)

して深 く詩人の心に刻みついている。又詩人の精神が両極 に揺れ動 く烈 しさは父方母方の

両系統 につながるものであることは先にも述べたが,こ の家系的血の激昂は詩人に相対 し
の

た時の母親 に ことに顕著 に現 われた よ うであ る。 この母 親 と共 に詩人 の女性観 を形成 す る

決 定要 因 とな った も う一 人 の 乳母 が先 ほ ど あげ たアグ ネスの 姉 妹 メ イ ・グ レイ(May

Gray)で,彼 女 に よって も詩 人は甚大 な影響 を受 けた。 彼女 には乳 母 として の務 あを は
(sol

ずれたような性的な ことも教え られた らしいが,何 にも増 して詩人にとって致命的なこと
　ラ

は,彼 女 達 によ って俗信 的 な カルヴ ィニ ズム(CalviniSm)が 叩 き込 まれ た ことで あ る。

生 まれ なが らにあ る者 は天国 に,ま たあ る者 は地獄 に予定 されて い る,と い うカルヴ ィン
㈱

の運命 予定 説(thedoctrineofpredestination)の 教育が生 まれ なが らに不具 とな った

詩 人 のまだ軟 い頭 にどの よ うに受 け とめ られ,又 どの よ うに変容 してい ったか は想像 す る
(63)

よ り他 ないが,の ちの詩 人 の精 神 の基 底 に深 く根差 して い るこ とはた しかなよ うだ。何故

な らその よ うな カルヴ ィニズ ムの イメー ジは幼時 の詩 人 の脳 裏 に焼 きつ いただ けでは収 ま

らず,何 らか の心的決 着 を絶 えず迫 らず にはい ない もので あ る。 だか らこそ このよ うな作

品がで きあが るので あ ろ う。

詩人 の生 い立 ちに焼 きついた このよ うな因子 は決 して常軌 の もので はな く,そ れ らは内

か ら突 き上 げて くる半 ば無 意識的 な罪責感 や彼 の受 けた カルヴ ィニ ズムの洗 礼 と結 びつ い

て,自 身 の運 命 ひいて は人類 の意識 にあ る苦 と死 とい う問題 を どう して も取 り上 げね ば済

まなか ったのだ と思 え る。 そ のよ うな意味 か ら詩 人の表現 の壮大 さは決 して ポー ズといわ

れ るよ うな もので はな く,芯 か ら突 き上 げ られ て出て くる叫 びの 自然 なほ とば しりに他 な

らない。 つ ま り,ポ ー ズ と見 られ る ものが実 は詩 人の 内実 に密着 した ところか ら くる切 実

な表 出で あ り,又,そ の切実 な表 出 の中に,詩 人 自身 の救い を求め る うあ きが は っき り聞

き とれ る。 そ してその うめ き こそ詩 人 の宗教性 につな が るこ とが分 るので あ る。

ここで この作品 に おけ る詩人 の態度 を今 一度 明確 に して お こう。

詩 人 は,キ リス ト教社 会が是 と して信 ず る神 の御 旨な る ものを カ インとルー シフ ァを通

じて糾弾 す る。 死や苦 を神 の御 旨 として是 とす る姿勢 に欺 瞳 と頑 迷 の極 を見 る。 い かに悲

惨 な苦 しみ も全 て唯一絶 対で あ る創造主 の はか らいで あ るか ら,ひ たす ら信 じて その命 を

守 って いれ ばいい この姿勢 は死 や苦 を あ るもの は しよ うがない とあ るが ままに して お
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くわけで,そ こか らみずか ら立ち上ろうとすることは決 してないか ら,そ こに真の救いは

開かれることもないと観 る(仏 教の方では諦念 とか諦観 とかの言葉があるが,そ れは全て

諦めてあるがままに してお くとい うのではない。 もしそ うであれば,な にも釈迦が出家 し

てまで難行苦行することはなかったはずである)。 そこで,い かに受け身の立場 といえど

も絶対に屈することな く,死 苦ある宇宙を何 としてで も克服 しようとするのである。

とはいえ,カ インとルーシファを通 じて出てきた詩人のこの態度は常に詩人のものであ

ったとは言い切れない。詩人が友人の トマス ・ムアに宛てた手紙(1821年3月4日 付)で,

この作品の反宗教性に対する世の非難に,「 登場人物達の言はあ くまでも創作である,わ

たしは宗教の敵などではな く,む しろその反対である」 と自身の弁明を している。す ると

どちらが本当の詩人の態度か ということにな るが,い ずれも詩人の態度であることに相違

ない。

作品に盛 り込まれた思想は,多 少 とも詩人の内部にあるものであるか らこそ表現 として

形をとって出て くるのであって,い かに否定 しようと自然に現 われ るその自己同一性 は裏

切れない。 またふだんは,詩 入 自身の弁明にあるように,反 宗教の立場 とはほど遠い とこ

ろに自覚があるとい うの も本当であろう。 この ことはわれわれ自身の内において も絶えず

起 こりえてい るところである。 しかしこの二面性のように見えることも実はその底でつな

がっている。それは社会的な部分 と赤裸 々な部分の二面であって,互 いに対立 しているよ

うに見えるが,ど ちらの面 も真 に自分 自身を活かそう救おうとす るところに根差 している。

だか ら詩入の反宗教性が強烈であればあるだけそれだけかえって宗教的であるといえ る。

この作品に現われた詩人の裸 の部分が赤裸 々であればあるほど,人 々の社会的な面は顔を

背けるけれ ど実は誰にも当てはまる部分を突いている。突かれて痛いか らこそ,ご うごう

の非難を浴びせて黙 らせようとす る。そこに一種予言性が見 られるか らである。

さて この予言性についてこれか ら次章以下で述べようとす るところは,全 くの私見では

あるが,詩 人のプロメテウス精神の延長上に必ずあるものであると確信す る。その延長上

にあるものとは,積 極的な自我の救済あるいは解放のことである。 この ことは当然詩人の

精神に昇 らずに済むはずがない。なぜな ら詩人がカインの破滅性を描 くことによって,自

我の終極を予言 していると考え られ るか らである。 自我の終極すなわち人類の危機 と滅亡

をいかに して回避 しうるか,そ れを考えてい くことがひいては詩人のカインの憤 りをより

深 く理解することになる。

なぜな らカインの憤 りは,天 体が遂には破裂するのと同様,自 我 自体のもつ宿命的な爆

発現象だか らである。それではなぜ 自我は爆発 して しまわなければな らないのか。それは

外 に向お うとするか らである。向 うところ死 と苦を見るばか りで,と て も自我の宇宙が開

ける兆 しは見あた らない。 それを なお外に 向おうとす るか ら 自我宇宙は自か ら肥大せざ
(651

るを えず遂 には破 裂 して しま うので あ る。 この 自我宇 宙 は も とよ り閉塞 してい る。 そ こに

自我 の解 放 あ るい は救済 は果 して あ りうるのだ ろ うか。 そ こで積極 的 な自我 の救済 とい う
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ことを考 え るたあ に,も う一度本 論 に戻 って1で 述べ た あの図式を さか のぼ ろう。

皿 意 識 と 苦

1.自 我 と意識 知性的な近代 自我を有す る人間すべての身の上,そ れを象徴す るカイ

ンを詩人が描いた ことによって,殺 人者カインはわれわれ 自身にほかならない ことをあら

ためて痛感 させ られる。現代人はすべてカインの末商であり,罪 を犯 した罰 として地の表

を永遠 に放浪する宇宙の遍歴者である。

この 『カイン』を貫いている主題は,人 間の 〈意識〉の部分を問題にする自我の苦悩で

ある。それも近世のデカル トが 「我思 うゆえに我あ り」で的確に把握 したあの我の苦悩で

ある。 この我が目覚め悩むとい うことは意識が覚醒 して苦を知覚するのと同義である。 さ

らに この 〈我〉をひ らた くい うとこれ まで何度 も用いた 〈自分〉 という言い方 と同じにな

る。

詩人はこの 〈意識〉 とい うものを,そ してその意識 に巣食 う 〈死 と苦〉をこの作品で大

写 しに しているのである。そ して正にこの意識 と死苦 こそ序で触れた 〈人類の根底の問題〉

なのである。 もっとも,詩 入は意識 とい う語を 直接 用いている わけでは ないが,そ れを
(66!(67)Asa　

「知(認)識 」 とか 「理性」 あるいは 「全 て の外 的感覚 と内的感 情」 とい う語 で表現 して

い る。 詩人 のそれ らの用語 を一言 でい うと意識 とい う ことにな るので あ るが,こ こで これ

まで度 々用 いて きた この語 の使 い方 を は っき りさせて お きた い。

入間 の と らえ方 と して精 神 と肉体 とい うよ うに二元的 な もの に分 けて論 じてい くことが

よ くあ るが,た しか にそ うい う分 け方 を して色 々な 問題 の説 明がつ くこ とが 多い。 しか し

例 え ば現実 以上 に凄 じい夢を 見 る ことが ある。 たい てい の場 合人 は現 実 の地 上 に起 こる こ

とを問題 に してい るわ けだが,夢 の中な どで実際 には外界 か らの刺 激や衝撃 な ど一 切 ない

に もかか わ らず,夢 を見て い る当人 は何 かに怯 えた り悲 しんだ り激 痛 に悶 えた りす る こと

が よ くあ る。 そ のよ うな時,精 神 と肉体 とい うふ うに切 り離 して,た った今 生起 してい る

一・個 の現象 を説明 しよ うとす る ことはか な り無理 があ るよ うに思 う。む しろ精神作 用 も肉

体 に帰属 す ると考 えた方 が分 り易 い。 その こ とは夢 によ って は未来 ので き事 を予知す る予

知夢 とか,全 く見知 らぬ時空 間 で別人 とな って活 躍す る夢 とか,そ の他 様 々な夢が あ るが,

それ らはたいて い表 面 の意 識が眠 った時 に増幅 され た内的生理 状態 の イ メー ジ化す なわち

肉体 の送 る信 号 だ とい われ る ことか らも分 る。 だか らとい って,精 神 は肉体 とい う物 質の

産 物で あ ると して片 づ けよ うとす る積 りは ない。む しろ,人 間 に関 る全 て の現 象 は肉体 と

い う物質 に依 って成 り立 って い るのだ等 と論 じて みた と ころで,意 識 とい うものの究 極 に

あ る問題 は片づ か ない。 だか ら,心 と物,精 神 と肉体 とか い った よ うな とらえ方 をす るの

で はな しに,入 間 に とって頑 と して あ る ものは その まま認 め る とい ったや り方 よ り他 はな

い。 この とらえ方 こそ詩 人 が カイ ンとル ー シフ ァを通 して試 みて い る既存 の概念 を打破 し

た ところか ら立 と うとす る姿勢 に他 な らない。
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そ こで,肉 体 も精 神 も,外 的な もの も内的 な もの も,全 て ひ っ くるめた現 象が問題 とな

る ところ,そ れを又,一 個 の存在 と して全 的 に受 け とある ところ,そ れを意識 と名 づ ける

ことにす る。

もっ とも意識 とい うもの も経験 意識 と無意識 顕在意識 と潜在意識 ・深 層意識 とか に分

けて考 え られ た り,そ の他色 々な仕方で考察 され た りす るが,今 ここで問題 に しよ う とす

る意識 は,あ くまで も現実 の世 界だ ろ うと夢 の世界 だ ろう と区 別せず,素 朴 な意味で入 間

各個 の範疇 に生起 す る諸 々のな まの実体 感の ことを意味す る。 その場合,外 界 に生 じる現

実 の現 象 も,イ メー ジな どのよ うな内的に生 じる現 象 も,そ れ らを知覚 す る現 象 も,そ れ

を知覚 して い ることを自覚 す る現象 も,全 て意識 とい うことでひ っ くるめて考 え る。漠然

と した記号 も,イ メー ジも,言 葉 も,思 想 も,感 覚 ・知覚 ・認識 す ること一切合切 を含む。

何故 このよ うに 〈意 識〉 とい うもの に こだわ るか とい うと,世 界 とか地上 とか宇 宙 の規

模 で動 的に展開 してい く現象が 人間 の生 を規 定 して い くもので あ って も,あ る者 の苦 を他

の者 で肩代 わ りで き る ものな らともか く,全 ての人 間の苦 もカ インの苦 と同 じ く,上 で断

ったよ うな意識 の レベル で,そ れ も各個 の ご く個人 的な レベルで こそ問題 とな るか らであ

る。 そ こで人類 の根底 の問題 だ とい った,こ の意識 とそれ に巣食 う苦 について さ らによ り

詳 し く考えて みよ うと思 う。

人間 は生 の世 界を有す ると同時 に,誕 生以前 の世 界 も死後 の世界 を も有 す る存在 であ る。

そ して人聞 の意識の果て の無意識 の境 地 も,既 に誰 もが現実 の地上 で 日毎 体験 してい る と

ころで あ る。 つ ま り,人 はそ の 日毎 の営 みの中で,眠 ってい る(但 し夢 を見て夢 の中で活

動 して いない)状 態 において意識 の無を,醒 めて活動 してい る(又 夢 を見て い る)状 態 に

おいて意識 の有 を現実 に体験 して い る。

しか も,生(意 識 の有)の 世界 と非生(意 識 の無)の 世界 とを合 わせ持 っていなが ら,

意識体験 で きるのは生 の世界 において のみ とい うところに,意 識絶 対主義 の錯誤 が生 まれ

て くる嫌 い はあ る。そ して,此 岸 におけ る意識 の絶対 視 は,あ くまで も偏狭 な世界観 しか

もた らさないか も しれ ない。 人間 とい うものが,既 に無意識 の分野 で生体機能 して い るも

のであ るに もかかわ らず,独 断的 に全 て意識 の レベルで処理 しよ う とす るところには問題

が あ る。

しか し尚 それに もか かわ らず,意 識 こそが人 間の側 にあ るもので,そ の意識 に昇 るもの

こそが正 に問題 となる もので あるか ら,人 間 とい う意識存在 には ど う して も,苦 痛 な どの

肉体 感覚 も含 めて どのよ うな意識 を持 つのか,つ ま り意識 の内容 とその質を対象 にす る し

かない。何故 な ら,人 間に とって問題 となる ものが問題 とな る ところこそ,意 識(顕 在意

識)そ の ものだか らで あ る。 もち ろん そこには無 意識 とい うものが大 き く関与 して い る と

い って も,そ れ も意識 に昇 りきて初めて人間 の問題 とな りうるのであ る。宇宙 がいか に展

開 して い こうと も,も し人 に感覚 や知 覚 を含 めた意識 とい うものが なければ,宇 宙 は全 く

存 在 しないの と同 じであ る。 とどのつ ま りは,人 に意識 が有 るか無 いか の二様 態 しか ない
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のに,意 識 の無 い相で は一切が 問題 とな らないか らであ る。

2.意 識 とい う宇 宙球 根 カ インの 自我が 問題 に した この意識 とい う ものの性質 を見極

めよ う とす る時,運 命予定 とい うこ とにつ なが る一種 の条件反 射 ともい え るよ うな く触発

と発 奮 の機構 〉 とい った ことを さ らに考 えね ばな らない。

まず,人 間 の言 動 は,そ の個 人の それ まで の内的経過 が何 らか の外 的要 因に触発 されて

発奮 した結 果で あ るとい え る。 そ して この個 の メカニ ズムが,又,全 世 界 を構 成 してい る。

す なわ ち各個 人 はそれぞ れ,世 界全 体 を決 定す る一つ の因 として働 いてい る。 そ の場合,

他 に働 きか け る とい う作用 のな い時 も,直 接影響 しない とい う影響 の仕方 を してい る とい

う ことで一種 の作用 とみ なす。

例 えば,あ る孤 島の住入が あ る国家 の重要 人物 に全 然接 触 しない とい うこ とは,一 見 す

る と,あ るテ ロ リス トが同 じ入物 に危害 を加 え る場 合 と違 って全 く影響 して いない よ うに

見 え るが,実 は,危 害 を加 えない とい うや り方 で影響 してい るのだ と考 え られ る。 この時,

自身 の言動 を当 の住 人が意識 して い るか否 か は別の問題 であ る。 意識 す るか否 か はその時

と場 とが決定 す る役 回 りによ って決 まるか らで あ る。

考 えてみれ ば,人 間は生 まれ た時 その瞬 間 に自己の 内的 資質 と共 に,外 的要 因す なわち

時空 の因子 によ って決 定が な され てい る。 そ して,そ の各 個の 時空 決定 が他 の時空 決定 の

因子 と して働 くとい うよ うに,個 と全 体 は密 接 に絡 み合 ってい る。 それ は もち ろん,こ う

すれ ぼ こうな るとい った具合 に見通 せ る決定 で はな く,か とい って,偶 然 に偶然 が重 な っ

て とい うわ けで もない。個 人の意 識の レベルで は,無 意識 の うちに とか偶 然 に とか の表現

を与 え る場合 で も,実 際 の言 動が成 り立 ってい るか らには万 物 は時間的存 在で あ るゆ えに,

自覚 のあ るな しにか かわ らず,又,好 む と好 まざ るとにかかわ らず,過 程 存在者 と して 自

分 と自分 を取 り囲む何 らか の現 象が 因果的 に生起 してい くことを避 ける こと も押 しとどめ

る こともで きない。 自覚 して いて もいな くて も,そ こには何 らかの 内的 因子 と外 的因子 と

の相 互作 用が働 い た ことは否 定で きない。

人 は,不 可解 な天然 自然現 象や 自身の 内的 要素 は もちろんの こと,他 者 の言動 もたい て

い予測 がつ かない ところか ら,自 分 が理解 で きない こ とは 〈偶然〉 とい う言葉 で片 づ けて

しま うが,果 して そ うで あ ろうか。 結果論 と して では あ って も,個 の現 象 の過程 が一筆 書

きのよ うに辿 れ る とい うことは,現 象 とい う ものが諸 因子の連続 の重 な りでで き上 って い

る ことを証 明 して い る。人 間 自体 も微粒子 の集合体 で あ り,宇 宙 の森羅万 象 の ことご と く

もそれぞれ に微粒子 か ら成 り立 ってい る もので あれば,そ れ ぞれが他 の運 命決定 因子 と し

て働 いて い るこ とは 自明 の理 で あ る。

そ こで極言 すれ ば,入 は生 まれ た時既 にそ の一生 が決定 され て しま ってい る,と い うこ

とにな る。例 え ば誰 で もその現時 点の状態 を もた らした原因を 突 き詰 あて行 けば,そ の直

前又 その直前 と遡 ってい って,行 き着 くところその誕生 の時 に源 を求 あ るこ とがで き る。
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そ して さ らに その生 誕 を決 定づ け たの も,そ の直前又 そ の直前 と遡 って い って ,行 き着 く

ところ人類 の誕生 の時 に その発端 が あ り,さ らに も し宇宙 に始 ま りとい うものが あ る とす

れば,人 類 を生 み出 した原 因 もそ の始 ま りにあ るこ とが認 あ られ る。

宇 宙 の始 源 に遡 って 人類 の現 在時 の運 命決定 因 を求 め それを認 め るわ けであ るが,こ れ

を さ らに敷 街 させ る と,も し入類 の終末 とい う ものがあ る とすれ ば,そ の末 端 の情況 も既

に人類 の発端 において決定 され て しまって い るゆ え,も う完結 してい る と見 る ことがで き

る。 この ことは人類 だけの ことに限 らず宇宙 自体 について もいえ るこ とで ,そ れ は始 ま り

か ら終 りまで全 てが もう既 に決定 され て しま って い るわ けであ る。言 い換 え る と,宇 宙 は

あ るが ままで始 ま って い ると同時 に終 ってい るので あ る。宇宙 の彪大 な時間性 か らす る と,

入類 の これ まで の歴 史 な どは一一瞬 に も等 しい。又逆 に,宇 宙 自体,わ れ われ入 間 に とって

は気 の遠 くな るよ うな悠久 の時間 で も,そ れ はほん の僅か な一 瞬 にす ぎ ない とい え る。

宇宙 が始 まって い る と同時 に終 って いて,運 命 は誕生 以前 に既 に決定 され てい る,な ど

とい うこ とは到底信 じ難 い こ とではあ るが,そ れ は何事 によ らず,人 間が全 て 自分 を中心

に して とらえ見 よ うとす るこ とに因 る と思 われ る。

これか ら起 ころ うとす るこ とが起 こる前 か ら決 まっていて た まる ものか ,ま だ起 こって

ない限 り,こ れか ら先 ど うな って い くか分 った りす る もの じゃない 一 誰 しも思 う ことで

あ るが,入 間 も一個 の個体 であ る限 りはその周 囲の他 の影 響を最 も強 く直接的 に受 けて お

り,そ して そ こで は 自身 も他の個 に対 して影響 を及 ぼす とい う触 発 と発 奮 の相 互作用 が働

くわ けであ るか ら,互 いが 互い の運命 決定 因子 とな って い る ことに間違 い はない。 この こ

とは,直 接 に影響 し合 う身近 な ものか ら時代 も場所 もか け離 れ た一 見全 く無関係 の もの ま

で,そ れ も人 間 とは限 らず有機 物か ら無機物 に至 るまで ,ま た マ クロ的 な ものか ら ミクロ

的な もの に至 るまで,言 い換 え る と宇 宙 を構成 す るあ らゆ る構 成単 位 の全 て に当ては ま り,

それ らが 互 いを規 定 し合 って い るわ けで あるか ら,仮 りに宇 宙を一 つの像 と して と らええ

た と したな ら,そ して それ をち ょ うど入間が ミク ロの世界 を電 子顕徴鏡 か何 かで覗 くよ う

に見て み るこ とがで きた として,顕 微鏡 で見 るまで は ミクロの世界 の中で その次元 の営 み

が 展開 してい るな ど とは思い もよ らなか った如 く,宇 宙 も,そ れを塵 か埃 か程 に しか見 な

い 巨視 者 か らす る と,顕 微鏡 で覗 いて み るまで はそ の中でい ろい ろな ものが壷 いて い るな

ど,思 い もよ らな い とい うことにな ろ う。

巨視 者 には一見静止 してい る と思 われ た ものが,実 はそ の中に生生発 展が見 られ ,時 間

的 な推 移が あ るとい うよ うな ことは,相 対 的 な ことで あ って,互 い の生 命現象 の波 長 の違

い によ る もの と思 われ る。 その こ とは,例 えば可視 ・可聴 とい う入間 の見 える範 囲 ・聞 こ

え る範 囲を例 に とって みて も,他 の生 物 に見 え た り聞 こえた り感 じられ た りす るものが 人

間 には存 在 しない ものに な ってい る事 実 か ら容易 に考 え られ る し,又 なに も ミクロ界 を例

にあ げ るまで もな く,わ れ われが普段 眼 に してい る木 の葉 に して も,そ の一 見 した ところ

は分 らないが,実 際 にはその 中で ダイナ ミックな営 みが な されて い るこ とか らも分 ると こ
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ろである。

そこで,と らえ方 によっては今度は逆に,入 間にとって時間的に推移 している宇宙 もそ

の生々発展の全過程を一瞬のうちに完結 したでき事 として見 ることができる。地上の人類

・生物はいうに及ぼず,水 や石などの無機物か ら宇宙の塵に至 るまであ らゆるものが一つ

として不要 なものはな く,そ れ らが一糸乱れず密接に絡み合い影響 し合 っていることを考

えれば,も しあるとすれば宇宙の原初よ りその終末まで,〈 存在〉 とい う根本的な原因の

上 に立 って,永 遠(一 瞬)に 等 しい時間を一因子一因子のそれぞれが連続性 とい うものに

よ り埋め尽 しているといえる。すなわち静止 した状態 として,そ れも例えば,無 機物 の結

晶体 の如き 〈全てが密絡 している〉構造 としてとらえうるもの と思われる。宇宙の時間性

は永遠性であると同時に瞬時性であると述べたのはこのことを意味 している。地球 も一つ

の惑星であるか ら,太 陽が燃え尽 きると共に崩壊消滅するとい う星の運命を辿ることにな

る。 そのよ うな地球の 誕生か ら死滅に至る時間的長 さは,人 間自体の刹那的な時間に較

べれば全 く永遠 の如 きものであろう。この地球の生誕 から死滅までの過程の全貌を,ち ょ

うどある植物のその球根の状態から,根 が生え,芽 を吹 き,葉 を繁 らせ,花 を咲かせ,や

がては散って遂 には枯れて しまうまでの成長枯死の全過程を特殊な撮影で短時間のうちに

映写 してみせることがで きるように,一 瞬の うちに展開 させ うるものだと考える。

そ して宇宙自体を有機的に とらえれば,そ れを一つの球根 と見て とることもできる。人

間がある植物をその球根の状態で見る時は,一 つの静止 した存在 としてとらえるが,一 旦

それに成長のための土壊 とか太陽光などの条件が与えられ るや,わ れわれが目にす る如き

成長枯死の展開が現われる。その全過程を既にその球根 自体に内包 していたわけである。

無論今見たように,そ の球根だけでは何 も展開 しはしない。球根自体の内的諸因子に光や

土な どの時空交差となる外的諸因子が重ならなければ何一つ現象は生起 しない。 しか しこ

の内的因子 と外的因子の結びつきも,個 が どの時空交差点に位置することになるかとい う

ことであるか ら,そ れ もその球根自体が もともと有する因子の一つであると考え られ る。

人間 も,そ の一個の個に,全 生涯の展開の因子を先験的に内在 させている一つの球根 と

見ることがで きる。そ してそういった個々の球根を包括 してい る巨大な球根が宇宙である

とす ると,そ の 〈宇宙球根〉 とでもい うべきものは,あ るとらえ方によっては静止 した構

造的な ものであり,又 他のとらえ方によっては時間的推移のある動的な ものとして映 る。

このように宇宙 とは元よりそのままの状態で完結 している全 き存在であ り,状 態であると

同時に過程存在であって,一 に して多,静 に して動,一 瞬に して永遠 とい うような逆説的

存在で,し かも存在の根本因であ り,〈 存在能〉それ自体であろうと思われる。

巨視者か ら見 ると静止 した一点に見えるものが,実 はその中では何や ら無数のものが姦

いているというこの宇宙のか らくりか ら,宇 宙 の発端 アルファ点 と末端オ メガ点 とは,も

ともと同時点であり一点に等 しいとい うことになり,さ らに 〈宇宙は始まっていると同時

に終 ってい る〉 とい うことになる。
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この こ とはその まま地球 の運 命 に も当ては ま り,そ の上 に生 息す る人類 の運 命 もまた然

りで あ り,各 個 人 の命 の展 開 に至 って は言 わず もが なであ る。 故 に各 個 の運 命 は誕生 以前

に既 に決 定 されて お り,人 間は もう既 に済 んで しまってい る ところを歩んで い るのだ と も

いえ る。

そ して,そ の よ うな一点 に も等 しい宇宙 の一構 成員 であ る地 球 の,そ のまた一分子 に過

ぎない塵 に も等 しい人 間 の生命 現象 に あ る意識 は,全 くもって取 るに足 りない もので は あ

るが,そ れ に もかか わ らず,そ の一一瞬 のその また刹那 に も満 たない時 が,皮 肉に もだ らし

な く引 き延べ られ た如 く長 時 に感 じ られ,そ の時 間性 の中で過程存 在者 と して一一瞬 た りと

も息つ く暇 もな く,意 識 あ るが故 にそ の意識 を問題 に しな くて はおれ ない のであ る。

3.意 識に内包された苦の不可避性 人間とい うのは,宇 宙にとっては塵か埃のような

ものであって も,各 人が宇宙の構成単位であることには間違いな く,表 現をかえれば,人

間各個は一構成員として宇宙に包括 されているといえる。そ して,人 間の持つ意識 という

作用は所詮宇宙に包括 された個 に根差す ところのものであるから,そ の個 の内的諸因子及

び外的諸因子,つ まりその個 とその個が立 っているところの場(時 空交差点)の 限定を受

けざるをえない。その場合,入 間各個 の内的諸因子も外的諸因子 も全て宇宙の構成単位で

ある以上,宇 宙 自体の属性を帯び るが故 に,当 然各個の意識にもその属性が反映する。

その属性 というのは,衝 突 ・崩壊 ・結合 ・再生 といったような生成消滅を繰 り返す運動

のことであるが,そ の感覚や知覚 も含めた意味での入間の意識にのぼる時,し ば しば,不

安,焦 燥,悲 哀,苦 痛,恐 怖 といった生 々 しい感覚的な ものか ら,虚 無感,無 常感 といっ

た知覚的なものまで,総 称的に 〈苦〉 と呼べ るよ うなものを生み出すのであるが,そ れも

これ も結局は,宇 宙の構成単位が不可透過の,い わゆる物質という 〈個〉の属性を備えた

微粒子であるということに起因 している。

個 として存在す るということは,そ れだけで横暴なことである。何故な ら,個 が個 とし

て自分の場を占めていることは,可 能性 として他が占めることができたかもしれない場を

占有 していることに他ならず,言 い換えると他が存在できる場を奪 っていることになるか

らである。

しか し片方には宇宙は無限であるという観念がある。 ところが,宇 宙は無限で微粒子は

幾 らで も際限な く互いに共存で きるのに,何 らかの理由で力が働いて偏 って存在 している

か らなのか,互 いの個が障害の対象となって葛藤の原因を生むことになっている。 もしも

真 に際限がないのであれば,宇 宙に遍満 してい る微粒子はそれぞれの個 の存在を他に脅か

されることも又他を脅かすことも無いはずであるが,実 際には互いに干渉すべ く存在 して

いる。

宇宙を構成 している単位そのものが融合 したり共存 した りする一方で,自 己崩壊 したり

衝突 し合い粉砕 し合 ったりする以上,そ うい うミクp単 位を包含 しているマクロ体 も同 じ
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よ うにな るのは必然 とい える。

入間 の肉体 とい うもの も,個 体 で あ るとい うこ とが有限 とい う概 念を その まま象 徴 して

い る。 そ して,有 限存在 の属性 と してあ らゆ るこ とに限界 があ る とい うことを避 け られ な

い運 命 と して もって い る。肉体 も微粒 子 の運命 と同 じく,他 と衝突 を繰 り返 した り自 ら崩

壊 した り しな ければ な らない。 そ して,貧 り合 い,奪 い合 い,傷 つ け合 い,果 ては殺 し合

った りまで しなけれ ば収 ま らない。 だか ら,個 とい う物質 の有 限性(限 界)が 存在 す る限

り世 の不幸 は絶 えな い ことにな る。 か くして,人 間 には不可 避的 に 〈苦〉 がつ きまと うと

い うわけで あ る。

それ も意識が あ る とい う この こ とのた めに人間 のあ らゆ る苦 しみが存 在す る。意識 があ

るか らこそ喜べ る し楽 しい こと もあ るの だ とい って も,喜 びや楽 しみな どは全 く束 の間の

ことで あ って,そ の瞬 時の喜 悦 はやは り刹那 的 で人の心 に深 く留 まって 問題 とな る ことは

余 りない。む しろ立 ち ど ころに忘 れ去 られて い く性 質 の ものであ るのに対 し,苦 痛 の方 は

深 く鋭 く意識 に刻 み込 まれ食 い込 んで くるので,喜 びよ り苦痛 の方 が こと さ ら問題 にな っ

て しま うのであ る。

4.意 識 の死 こうして考えてい くと,個 の生命活動の根底に,あ らゆる現象を糧に機

能する 〈意識〉 とい う存在を認めないわけにはいかない。そ して この意識 という存在は元

来無性格で,個 に分化 した(人 間各個になった)時 に初あて個性的な 〈自分〉 として自覚

す る。

意識のなかった ものが意識あるものになる。 そして又意識 ない ものとなる。意識なきと

ころか ら意識を有するもの となるとい うこの事実か ら,人 は全て一度は意識のない存在で

あったことが分 る。そ して意識 のない時人は一人一人別個ではなかった。人は意識がな く

なる時,意 識がないとい う存在 として一つにまとまっている。それはあたかも一つの独立

した存在であるかの如 くして,個 性な しとい う一つの個性を有 してい る。

それが地上でバ ラバ ラの個(有 意識)と なると,そ れぞれ各個の自分を持つようになる。

私は私だ,他 の誰で もない といい切 らせてい るもの,す なわち他では代わりえない存在 と

して自分 とい うものがある。意識 されたこの自分 こそ自我 とい うものであることは前に述

べた。 ところで この自分(自 我)と は一体何であるのだろうか。

自分 とい うものを考えてみると,こ れが自分であるとして意識する対象とは,姿,顔,

形や肉体的な特徴,そ してみずか ら持 って生 まれた性質や才能など個に属する天性 の内的

素質(遣 伝子)と,土 地,風 土 など自然環境や知人,友 人,家 族などの社会環境 とい った

空間的立場 と,さ らに歴史的環境 とい う時間的立場の三つであるが,そ れ らは生誕時の時

空個一切の運命決定因子 により,自 分以外の誰とも識別 させる独自の自分 として個性を決

定づけているものである。

この決定は個人の全 く関知 しない ところでなされて しまう。意識の初めての覚醒時には,
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どの個性を選ぶかなどとい う選択の自由はどの個の意識に も与えられていない。ただただ

一方的 な覚醒を強い られるだけの話である。ともか く個人の意識においては,後 天的に自

分の役回 りを自覚 させ られ る羽目になる。そ して自分に付与 された数々の運命決定因子に,

実に忠実に従 ってゆかねばな らない。

一個の個体をとっているだけで個性 というものが現われるわけであるが,全 ては個体を

とると過程存在 となって必然的に時間性 とい うものを帯びるようになるから,そ こではど

うして も自分の持続ということが考え られねばならない。自分が持続 していることは角度

を変えて眺めると,各 個の記憶というものが断続することはあって も一貫 して自覚 されて

いることとなる。

自分という記憶の鎖すなわち過去の記憶の持続 こそ人の自己同一性を示す ものであるが,

それ も自分が自分であると意識 されて初めて自己同定 とい うことが成 り立つ。

ところでこの過去の記憶の持続 とい うのは一体何時から始まるのであろうか。やは りそ

れは自分を意識 し始ある時からではないだろうか。それでは この記憶の持続は何時終わる

のであろうか。死ぬ時であろうか。死ぬ時だとす るには死後 とかあの世の問題が絡んでき

て明 らかな答とはならない。 しか し絶対にた しかなことが一つある。それは 〈意識は何時

かは死ぬ〉 とい うことである。 もう少 し厳密にい うと自分の意識には必ず果てがあるとい

うことである。

自分の意識が何時か死ぬというのは,そ れまでの自分の過去の記憶を永遠 に失って しま

うということなのである。そんな事が起 こるのか。確実にそれは起 こる。何時起 こるか。

それは,人 が死ぬ時などにこだわ らな くて もよい,む しろ死ぬ時よりも生 まれ る時にこそ

証明されているのである。
(69)

ふと気がついた らこんなところにいるという誰にも該当する意識上の事実が,記 憶と個

性 とは喪失すべきものとしてあることを如実に物語っている。

たいていの入の場合,生 まれて後自分を意識するようになった時,そ の自分は自分 にと

って全 く初めての出会いとなるのが普通である。 自分に付着 している全ての条件一 時空

個の決定による全条件一 をわが物 として背負い始め るのである。そ してそれ以外の自分

は背負 った試 しは絶対にない。その自分が初めてであり,し か も最後なのである。その自

分 しか背負えない,す なわち 〈自分の生 は一代限り〉である。

人は生まれて後自分を意識す るようになった時点において全 く過去のない意識が始まる。

そ してそこか らその人の自分の記憶が始まる。その後来 し方を振 り返 った時,自 分の過去

の記憶は自分が始まった時点から連なって きている分 しかない。時 としてそれ以前の生す

なわち前世の記憶のある者が この地上に存在することがあるといわれたりするが,前 世の

記憶 のあ る者がいたとしても,前 世を記憶 していて現世の時点まで自分 として自覚 してい

るのであれば,そ の人にとっては前世も今世 も自分としての一貫 した記憶を持続 している

のであるか ら,そ れはやは り連続 している一代の生の続 きである。だか らその場合は,今
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世 の誕生以 前 の どこかの時点で の意識 の覚醒が そ の自分の意識 の始 ま りなので ある。 も し

その人が,前 世 で別 の人生 を送 った ことを記 憶 して い る とい うのであれ ば,そ れは別 の人

と して生 を送 った とい うだ けの こ とで 自分 の意識 は一貫 してつ なが って い るので ある。 あ

くまで も一 代 の 自分 の意識 の延 長で あ る。

自分 の意識 の喪失 とい うとす ぐ 〈死〉 とい うことが思 い浮 かぶが,果 して 自分 の意識 を

喪失 す る ことが直 ちに この地上 での死 に結 びつ くだ ろ うか。確 認で きる もので はないが,

少 な くと もこれ だ けはいえ る とい う ことを吟味 して み よ う。

死後 の世界 を想 像す る時,全 くの無 の世 界を思 い描 く場合 と,来 世 とい うものを考 え る

場 合 と,大 き く分 けて二 つ あ る。無 の世界 とい うもの は考 えて も しよ うが ない し又考 え る

術 もない ので こ こでは置 いて おいて,来 世が あ ると して意識 とい うものを顧 み る と,あ の

世 とい うのは この地上 の世界 の延 長で,同 じ自分 の過 去 の記 憶 を持続 させ てい る状 態 の こ

とであ る ことが分 る。

同 じ自分 を持 って それ まで の過 去 の記憶 を鮮明 に抱 きつつ新 たな境涯 にい る とい うこと,

それ はあた か も音信不 通 の絶 海 の孤 島 に漂着 したよ うな もので,そ の孤 島 の住 入や生物 と

の接触以外 何 も関 わ ることがな い。言 い換 え る と二 度 と郷 里へ は戻れ ない し,郷 里 の人 々

との接 触 はお ろか便 りの交 換 さえ絶 対 に許 され ない,そ ん な ところに立 ってい るの と同 じ

ことで あ る。

死を想像 す る段 階 において,も しあの世が あれ ば どうだ ろ うと考 えて み るが,あ の世 とい

うよ うに別 もの と して 考え る限 り,死 後 の世 界 に入 れ ば辺 りは一変 して見知 らぬ と ころに

意識す るよ うにな る と思 ってみ た りす るが,ど ん な世界 に入 れ られ るだ ろ うか とい う不 安

感 は抱 くに して も,あ の世が実 際 にあ って その世 界 に入 った とす る と,そ の時 の 自覚 におい

て その 自分 は生前 の世界 と一貫 した延 長上 にい るつ もりで あ るか ら,意 識 の上で は死ん だ

こ とに な らない。 〈死 ぬ〉 とは,や は り自分 の意識 を永遠 に失 うことにな らね ばな らない。

それ は夢 を 見てい ない時 の眠 りの状 態 とは異 な るものであ る。何 故 な ら,眠 りか ら醒 め

れば その個 の意識 において は,自 分 とい うものが過 去 の記憶 を持続 して い る ことで 自覚 さ

れ る もので あ るが,意 識 の死 とい うことに なる とその個 の意識 は永遠 に ス トップす るわ け

で あ るか ら,記 憶 は 自覚 とい うことと共 に消失 す る。 つ ま り自分の意識 を持 った その個 の

自覚 は全 くな くな るので あ る。 それ はその個 人が持 ってい たそれ までの 自分 の意識 を持 っ

て は もはや永遠 に 目覚 めない とい うの と同 じことで あ る。

死 とは無,す なわち存在 と して の存在が な く存在 と して の意識 が ない状 態 と も考 え られ

るが,そ の場合 の死 は,意 識存 在 と して の人間 には何 の関 係 もな く又何 ら問題 となる こと

もない。 死 が問題 に なるのは,今 現 に個 と して存 在 してい るその立場 での 自分 の意識 が な

くな って しま うのでは ないか とい う危惧 あ るい は恐れ を抱 く時 だ けで あ る。 自分 の存 在を

喪失 して しま う こと程恐 ろ しい ことはない。死 は恐怖 の対象 とな るか ら苦 と して 問題 とな

る。 死 その もの が苦 か ど うか?と にか く恐怖 の対象 とな らざ るを えない のが 死で あ る。 と
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ころが実際は,存 在を失えばその瞬間に意識はなくなって しまうものと考え られ るから,

永遠の意識喪失は自身では知覚できないもの となる。故に自分の自覚がある限 り自分にと

って死は決 してやって来ることはない。

一旦存在として意識を得た個は,そ の意識の死を自ら自覚することはありえないか ら,

主観的にはその自分と共に永遠 に意識を存続させ ることになる。たとえある時点で自分の

死期を悟 ったとしても,そ れが直 ちに死の経験 とはな らない。生 と死 との境界があるとす

れば,そ の境界線を通過できると想定 して考えてみると,境 界線を通過できることはとり

も直 さず自分を保持 したまま従来通 り生の延長上を歩いていることに他 ならないか らであ

る。

しか し,他 の人間か ら客観的に見るとその個人の死は認知するところであ り,そ の個人

の意識が死後いかなる状態にあろうとも,そ の個人の死 と共に生存者 との実際的な関わり

がな くなるか ら,少 なくとも地上の人間との実際的な関わ りのない意識の状態にあるだろ

うということは推察できる。

死後肉体でな くとも意識を擁立せ しめ持続 させるに足 るような何か,例 えば霊体 とかい

ったようなものがあってあの世というものが存在 したとしても,一 貫 して自分の意識を持

続 している以上,そ こが来世であろうとどこであろうと,そ れはやはり地上の延長上にい

るのと全 く変わりはない。自分 の自覚が失われて しまった,と い うより失われていたこと

に気づ くようなら,そ れはその個の自覚が単に一時途切れていただけで未だ一貫 している

のであるか ら,そ の個は自分の自覚を持続 して生 き続けているわけで,死 んだことにはな

らず真の来世を迎えたことにはならない。

そこで真に来世を迎 えるとはいかなることかを考えてみると,そ れは全 く新 しく自分の

自覚を得 るようになること,つ まりはこの地上あるいは宇宙のどこかにおける全 く初めて

の意識の誕生を意味することになる。自分 の意識の上では過去の一切 とは絶縁 してお り,

新たな驚 きをもって目を見張 ると気がついたらこんなところにいるということになる。こ

れが全 く初めての意識の誕生であるが,こ れこそ明 らかに真の意味での来世と呼ぶに値す

るものであ り,同 時にこのことは又,個 の意識の上では自覚は主観的には永遠に存続する

ものであって も,客 観的には個の意識には果てがあり,い つかは一方的に打 ち切 られて し

まう 〈意識の死〉 なるものがあることを表 わしている。それは又,誰 もが皆意識の死後再

び新たに覚醒 させ られるのと同 じだ ということを意味 し,そ れが又,い つどこの誰 として

又 もや意識すべ く覚醒させ られるか分 らない ということを示 している。だか ら人間とは一・

旦死んで も又意識の世界に再び,い や何度で も覚醒 させ られる存在であるといえる。だか

ら,た とえ前世や来世というものが仮 りに幾 らあったとしても,そ のどこかで必ず 自分の

意識には確実に死が訪れ るのである。ふと気がついた らこんなところにいるという自分の

意識の覚醒が宇宙の中で少な くともこの地上にはあるという事実がそれを証明 している。

しか し全 く初めてふと気がつ くとい うことと意識の死 とが どうして結びついたりするの
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か。 それ は全 く初め て気 がつ くとい うことが,そ の 自分 に過 去が ない とい うこ とを表わ し,

過 去が全 くない とい う事 実の ある ことが,〈 自分 の意識 の一 代〉 とい うものの初 め と終 り

をは っき り限 界づ ける こととな り,そ の個 人に とって は意識 は全 く関知 しない うちに途絶

えて しま う,言 い換 え ると,意 識 は永遠 に続 くもので はな くど こかで打 ち切 られ る もので

あ るとい うことを明示 してい るか らであ る。

5.他 者 は自分 の変遷 前節 で述べ た ことを再度要約 す ると,意 識は 〈自分〉 とい う座

に生 じ,生 じた 〈自分 とい う意 識〉 は一代 限 りで,前 世 とか来 世 とかは あろ うが なか ろ う

が それ らを貫いて,主 観的 には永遠 に続 くが客観的 には自分 の関知 しない うちに一 方的 に

打 ち切 られ る。 そ こに 〈意識 の死〉 なる ものがあ り,地 上 での意識 の覚 醒 の時が少 な くと

もそれ を示す こ とが分 った。

そ こか らさ らに 〈自分 とい う意識〉 を考 えた時,一 つの極 めて重 大 な発見 をす る ことに

なる:〈 他 の人 々は全 て 自分 自身 であ る〉。もっ と厳密 にい う と人間 とは限 らず意識 あ る

他の全 ての存在 は 〈自分 とい う意識 の別 のあ り方〉 に他 な らない。実 は 〈他 人は 自分で あ

り自分 は他 入で ある〉 な どとい うとふ ざけてい ると しか聞 こえ ないが,何 も他人 が自分 の

中にいて 自分が他 人の中 にい るとい う意味 では ない,他 人 も自分 もつ まる ところ 〈自分 と

い う意識〉 に依 って成 り立 って い る故 にそ ういえ る とい うので あ る。宇 宙 にあ る意識者 の

うち少 な くとも他 の入 間 は全て 〈自分 の変遷 した姿〉で あ る。 これは明 白な現実 であ る。

このよ うにい った ところで,〈 他 人が 自分 であ る〉 な どとい うことは到底信 じられ ない

こ とと思 う。 それ は しか し錯覚 か ら信 じられ ないだ けの ことで あ る。現 に見 る自分 と他 人

は明 らかに異 なる別 人で ある,そ う見 え るところか ら錯 覚す る ことにな る。何 も自分 と他

人は その役 回 りまで 同 じで あ るとい って い るので はない。 又現 に別 人 と して 見え るところ

まで同 じであ るなど とい う積 りはない,役 回 りや見 える ところは違 っていて一 向に構 わ な

い。 しか し別人 と して 立って はい るが,自 分 も他人 も自分 とい う意識 を持 って 立ってい る。

だか ら自分 も他 人 も実 は全 て 自分 だ とい って い るので あ る。

こ うい って もまだ それは誰か他 の 自分で あって この私 の自分で はないか ら関係 ない と し

か思 えないであ ろ うか。 そう しか思 え ない とす ると頑迷 な錯 誤が そ こにあ る。何故 な ら,

関係 ない どころか全 く大い に関 係が あるか らであ るn

それは次の事実 か ら分 るで あろ う。 自分 が 自覚で きて初めて 自分 と他人を識別 で きる。

自分 を自覚す る ことが もはや な くな って しまえば,自 分 はお ろか 自分 の意識 の上 にあ った

他人 もな くなって しま う(し か も自分 を自覚 す る ことが な くなって しまう時 は必 ずや って

来 るのであ る。 前 節で 見たよ うにそれは少 な くともこの地上 で 証 明済 みの こ とであ る)。

と ころが実 は この ところが なかなか理解 しに くい。 自分 の全 存在が な くな ると共 に意識 が

永遠 に失 くなる時が くるなど とは とて も思 いた くない。 だか らど うして もそ のよ うな こと

は拒絶 す るよ うにな る。 そこに他 人は と もか く自分 だけは絶 対 にな くな らない とい うよ う

一65一



『カイン」にみるバイロンの宗教心

な確 信 に満 ちた錯誤が生 まれ るか らであ る。 しか し前節 で述 べ たよ うに 自分 の意識 には死

があ る。 これは拭い難 い現 実で あ る。 そ こで まず 自分 の意識 の上 にあ った他人 はお ろか 自

分 もな くな って しま うとい う時が 必ず 来 るとい うことを は っき りと 見 なければ な らない

(それ は何 も現 実の死 でな くと もよい,意 識 の死の時 をい う)。

さて,い つか 自分 も他人 もな くな って 自他 の区別が つか な くな る,そ ん な存在 で しか な

い 自分 とい う意識者 に とって,も はや他人 の 自分 は この私 の 自分 とは関係 ないな どとい っ

てはおれ ないはずで あ る。 意識 の死 によ って 自分 の意識 を永遠 に失 うことにな った時,そ

れで何 もか も終 った わ けで は ないか らだ。 終 る どころか,他 の全 ての人 々の 〈自分 の意

識 〉を背負 い込 む ことに なるのであ る(他 の全 て とは この地上 に限 らず宇宙 の全 てで あ り,

現 在 に限 らず過 去 も未 来 も含 む全 てで あ る)。 なぜな ら,こ の宇宙 に 〈自分 の意 識〉 だけ

は決 して な くなる ことは ない,少 な くと も地上 に残 った他の人 々がそれ ぞれ に 自分 の意識

を少 しも失 ってい ないか らであ る。

こ うい って も尚 自分 の意識 といえ ど人 それ ぞれ に違 うのだか ら他 の 自分 は この私 の自分

では ない。 あ くまで も他 人の 自分 であ るか ら関 係 ない とい うだ ろ うか。 も しそ うで あるな

ら,そ れ は意 識 とい うものが問題 となる根底 を と らえ損 ねてい るので ある。例 えば人 の問

題 の根底 と して激痛 とい う ものを考 えて みよ う。今仮 りに あなたが 〈意識 の死〉 を迎 えた

と しよ う,そ して少 な くと も地上 に まだ生 きてい る誰 かが激痛 に悶 え苦 しん でい ると しよ

う。 ど うであ ろうか。

あ なたには もうあなた の存在 も意識 もないか ら自分 も他人 もない,あ なたの全 てが既 に

ない(こ この ところが最 も 認め た くない と ころであ る故 に理解 しに くいので ある)。 この

時,激 痛 に苦 しんで い る誰か とは誰で あ るか。 あ なた自身は もはやないが激 痛の苦 しみを

受 けてい る自分が あるのはた しかであ るのだか ら,そ の時苦 しん でい るの は正 に 自分 自身

=あ なた自身で はないか。 それ は もとも と誰 かの 〈自分〉 では あ ったが もはや今 の あなた

はそれを誰 かの 自分 であ るとはい う由 もない(あ なたの存 在 も意識 も全 て ないので あるか

ら)。 とい うことはそれが誰か の自分で あ って も,今 の あなたに とって は 〈誰 かの 自分〉

も く自分 の 自分〉 も一 切 ない のであ るか ら激 痛に苦 しんでい るのは正 に 〈自分〉 その もの

なので ある。 これで 〈他 人が他人 で な くなる〉 とい うことが よ く分 るはずで あ る。 そ して

他 人 も実 は 自分 であ る とい うこ この ところに カインに象徴 され るわれわれ意識受 刑者 と し

ての永遠 の苦 が見 られ るのであ る。

ここに至 って もまだ次 のよ うな反論 があ るか も しれ ない:自 分 自身が知 らな くて も無意

識 の部分が は っき り識 っていて,そ の部分が記 憶 して い ることが いつか必ず全て の記憶 を

知覚 す る時が来 るの だ。 だか ら自分 には 自分 の魂 とい う他 とは全 く別個 に永遠 に存在 す る

ものが続いて,途 中 に幾 ら記憶が途絶 え るよ うな ことが あ って も,何 時 か又醒 めてそれ ま

での全 て に気 づ く時が来 るのだ と。 しか しそれ をよ く考 えてみれば いい。全 て それ らを こ

の地上 の意識 のあ り方(か ら くり)が 裏切 って い るでは ないか。
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この反論 をよ く吟味 して み ると,表 面 の意識が停 止 してい ただ けで深 層の意識 ではず っ

と同 じ自分 を保持 して いた とい う考 え方 も結局 の と ころ,意 識 の覚醒 が何 度 とな く起 こり,

その都度幾 多の 自分 の覚醒 を経 て もい つか再 び表面 にそれ までの全記憶 と共 に元 の自分を

取 り戻す ことにな る,と い うことは元 の 自分 を表 面 に取 り戻 す まで に何 度 も意 識 の覚 醒 の

時を経 てい る ことにな り,そ の都度 それ ぞれ全 く初 めて の自分 を意識 して い る ことを忘 れ

てい るので あ る。 とい うことは その都 度意識 の 死を迎 えて い るわ けなので あ る。 一 旦,

〈意識 の死〉 を迎 えて しまえば,そ の時点 で 自他 の区別 はつか な くなって しま う。 そ して

少 な くと も一 度で も自他 の区別を失 って しまう事実 が あ るとい うことは,も はや(意 識 す

る側 に とっては)他 の 〈自分 〉 は私 の 〈自分〉で は ない とはい えない ところに立 つ ことに

な る。 一度 で もこうい うことにな る ことが ある とい うことは全 知で はない人 間 の側 にあ る

間 は他 を他 と しては見 られ な くな って しま うので あ る。 い つかそれ まで の全 記憶 と共 に元

の 自分 を取 り戻 す とい って も,そ の後 又意識 の死 と覚 醒を繰 り返 さない とい う保証 は ど こ

に もない。 とい うこ とは元 の自分で は ない全 く初 あて の自分 の意識 を強 い られ る(し か も

その事 を 自覚 して いない)時 が必ず あ る。 つ ま り意 識 の死 は必至 だ とい うこ とにな る。表

面 の意識で いずれ どこかで 自分 を永遠 に失 って しまわねば な らない のであれ ば,そ して実

際現実 にそ うで あ るの で,た とえ深 層 の意識で常 に 自分 を保持 して い ることが真実 であ る

とい った ところで,自 分 には意識 の死 は免 れ えない とい う事実 は変 わ らない。 それ に深層

の意 識で 自分を保持 してい る ことを真実 だ とい うのであれ ば,意 識 の死を迎 え る現実 を何

であ る とい うのか。又切 に実感 す る激 痛を何 だ といお うとす るの か。 いず れ も人 間に とっ

て は正 しく真実 で あ るはず の もの を真 実 と しない な ら一体何 で あ るとい うのだ ろ うか。

深層 の意識 で常 に自分を保持 して いた と して も 〈意識 の死〉が免 れ えない事実 だ とい う

こ とは,つ ま ると ころ全て の時空 間の少 な くと も地上 の他 の人 々は全て 自分 自身 で あ ると

い うことにな る。 なぜ な らば,い つ か自分 も他 人 もな くな って 自他 の識 別が で きない時が

くる,そ んな存在 で しかない 〈自分〉 とい う意 識者 に とって は全 知 とな らない限 りもはや

他 人 の自分 は この私 の自分 とは関係 ない な どとはい って おれな くな るはず であ る。 つ まる

ところ 〈自分〉 とは あなた 自身で あ り,私 自身 で あ る。

こ こで次 の ことが いえ る:〈 自分〉 を永遠 に保持 し得 る ことを自覚で きない限 り,他 の

無数 の意識,少 な くと も過 去 ・現 在 ・未来 を通 じて地上 に生を受 ける他 の意識(ひ とび と)

の運 命を全 て背 負い込む ことにな る。 なぜ な ら,他 の無 数 の意識(ひ と)も 自分 と して生

きてい るか らで あ る。 しか もたいて いの人 は全 知 とはな らず に意識 の死を余儀 な くされ る

ところに一代 を終 える。 だ か ら 〈悟 り〉(自 分 を永遠 に保持 で きる ことを遂 に 自覚 で きる

こと)で も開 か ない限 り,永 劫 に他 の全 て の運 命 を背 負い込 む ことに なる。実 に この こ と

は,仏 教 で い うと ころの輪廻 転生 と結 果的 に全 く一致 す るので あ る。 そ して正 に ここの と

ころに永劫 に宇宙 を放 浪す るカ インす なわち く自分〉 とい う意識 を もつ我 々自身 の姿が浮

き彫 りにされて い るのを見 るので あ る。
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この 〈他者 は自分 の変遷 であ る〉 とい う現実 を カインは ほとん ど無意識 の うちに と らえ

てはい た。 しか しそれを明瞭 に把握 してはいなか った。

Spiritsandmen,atleastwesympathise

Andsufferinginconcert,makeourpangs

Innumerable,moreendurable

Bytheunboundedsympathyofall

Withally

少 な くともわれわれ霊的存在 と人間だ けは,心 をひ とつに し

溶 けあ って苦 しみを分 ちあい,数 限 りな きわれ らの激痛 を

もっと耐 え易 い ものにす るのだ。

あ りとあ らゆる ものが あ らゆ るもの と

果 て しな く心をあわせ る ことになれば。

これはルー シフ ァが カイ ンに向 って語 る言葉 である。共 感 とい うこの ことは カインに伝

え られ たのではあ るが,真 には理解 してい なか った。 カ インの無 意識的 な部分 と考 え られ

るルー シファの段階 にほ とん ど留 まってい る。 もしそれを全 て意識化 して す っか り認識 し

ていれば,少 な くとも弟 を殺 す とい う衝動 は抑 え られたであ ろ う。 カイ ンは このよ うな死

や苦 のあ る空間 に置いた ものに対 して憤 ったのであ ったが,明 瞭 に 〈他人 は自分〉 を理解

していれ ば,ア ベル も自分 の変遷 にす ぎないわけであ るか ら同 じ 〈自分〉 を殺 すのでは な

く,こ の ような空間 にあ る 〈自分〉 の分限を ど うした ら超克で きるか を こそ考 えよ うと し

てい くはずで ある。 もっとも共 感 とい うことも意識 で分か って認識 で きて も実 は そ うは簡

単にいか ない とい う現実 があ る。 それ は人間 には無 意識 とい う部分が あ るか らであ る。だ

か ら無 意識の部分 こそ現実 に とりこんで考 えて いかねば 自分 の分限 を超 克す ることなどお

ぼつかない と思 える。 しか し分 限の超克 も少 な くとも現 実で ある 〈他 人は 自分〉を認識 す

るこ とか ら しか始 ま らない。 またそ う しな くては兄弟同胞殺 しな どの悲劇 も避 け られ るは

ずがない。

他人 は自分 の変遷 であ る これが人間 の現 実の根本で ある。 まず この ことを しっか り

と見す えな くてはな らない。 そ うすれ ばや っと次に死や苦 のある自分 とい う意識宇宙を ど

うす るか を考 え るよ うになるか らで あ る。 そ して詩人 はそ この ところを この作品で示唆 し

てい るのであ る。

6.意 識 の閉塞性 これ まで見て きた ところを整理 して みる と次 のよ うにな る:① 意識

とい う作用 が この宇宙 にある限 り一旦 死 して も 〈自分〉 はいずれ 〈どこかの誰か〉 として

・:
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生 きな けれ ばな らず,② 宇宙 が既 に完結 してい るもので あるか ら誰 の運命 も生 まれなが ら

に予定 されてい ることになる。③ しか もその場合,宇 宙 自体 のか らくりゆえにどの運命 の

意識 に も不可 避的 に く苦〉が付 きま とうとい うことにな らざるをえ ない。

故 に,地 上 が物 質の法則 にのっ とって展開 して い く限 り個 の意識 の上 に苦が取 り除 かれ

るこ とはあ りえない し,人 類全体 の意識 の ヒの苦 も取 り除 かれ ることは ない。葛藤(苦)

が あって初 めて この地上が成 り立 つ ものであ るか ら,意 識存在 と しての人間 にはど うして

も苦 は免 れない。

とす ると,人 間には く救い〉が無 いのか と思 えて くるが,現 実 に立 ち返 って考 えて み る

と,実 際 にはそれ ほど深刻 に受 け とめは しない。む しろたいていの場合,結 構人生 を楽 し

く過 ご して い る し,少 な くと も楽 しく過 ごそ うと意欲 してい る ものであ る。

それ な らそれでいい じゃない か,葛 藤 があ るか らこそ面 白いのではないか一 なるほど

そ うか もしれ ない。 しか しそ うい って過 ごせ てい るうちはいい。 ところがいつ もその よう

な呑気 な当事者 でおれ るとは限 らない。悲 しみや苦 しみの極限 に立 た され ることだ って あ

る。 その よ うな ときその当事 者 に して みれば死ぬか生 きるか の瀬戸際 で耐 え うる限界 まで

張 りつめて い るのであ るか ら,そ れ をかたわ らか ら,そ れ はそれで いいではないか とい う

の もおか しな もので あ る。所詮 他人事 だか らと傍観 しておれれば,な るほ どその時はそれ

でいいか もしれ ない。 また笑 って過 ごせて い るうちは まだいい。 しか し,そ れが こと自分

自身 とか肉親 の こととな るとそ うはいか ない。宇宙 の意識 とい う意識 をすべ て撲滅 して し

まわない限 り,誰 も皆,〈 自分〉 とい うそれ ぞれの役 回 りが根 差 してい る共通 の意識受容

体 と して,い つか は同 じよ うに苦 しみの極限 に立 た され ることは必定 となる。 しか し,そ

のよ うな苦 しみ もそ の時が至 った時 の ことでいい じゃないか と,ま たい われ るか もしれな

い。事実 ま った くの その通 りに 日常 は暮れてい って い る。

それで は,生 きることにおいて真 に何が問題で あ り,何 の どの よ うな解決が迫 られてい

る とい うのだ ろう。 〈救 い〉 な どとい うものがい ったい必要 なのであ ろ うか。恐怖や悲惨

も,殺 人や死 とい うこ とさえ も,人 は現 に許 容 して い るではないか。 ま してや ささや かな

不幸,悲 嘆な どい うに及 ばず であ る。何 をい まさ らとや か くい うことがあ ろう。

た しかに,わ れわれは 日々目に し耳 にす る悲惨 や不幸 には もう既 に馴 れ っこに なって し

まって い る。 しか しそれ に もかかわ らず,な お もい まだ にわれわれが悲惨で ある ことには

変 わ りが ない。 なぜ な ら,人 間 とい う存在 が 〈自己の意識 の点滅権〉 を掌握 してい ないか

らで ある。

地上 に生 を受けて一旦手 に した意識 とい う作用は,人 間 に とってなかなか捨て難い もの

で あ ることもまた事実で ある。 だか ら折 角手 に した自分 の意識 が失 われ るので はない か と

思 う時 ほ ど戦 々恐 々と して怯 えて しま うものはない。 しか しえて して 何 気 な い 拍 子 に,

〈死〉 とい う悲惨 な奈落 に落 ち込 む可能性 が十分 日常 に潜在 して控 えてい ることも然 りで

ある。 そ していずれは必ず 自分 の存在 の立場,す なわ ち個性 もろ とも く意識 の死〉 を迎え

一69一



『カイン』にみるバイロンの宗教心

ねば な らない。人 間は他 の諸 々の苦 を耐 え るばか りか,死 とい う名の下 に これ までの 自分

を永遠 に喪失す るとい う耐 え難 き苦 を も許 容 して い る。 それが現 実だか ら仕 方が ない とい

うことで達観す るのであ る。

しか し人 は誰 で も心 の底 の芯 の と ころでは,過 程 存在者 で しかあれ ない 自分の分限 を ど

う して も承服 し切 れてい ない。 自分 の生 に充足 してい る者 な ら 〈死〉 か ら,自 分 の存 在を

疎外 し忌避 して い る者 な らその 〈生〉 か ら,何 とか逃れた い と熱望す る。 で きる ことな ら

そのために,宇 宙 の全 貌 を見す え,も っと解放 され た 自由 の境地 に 出たい と思 ってい る。

しか しそ うはい かない。

前 に も見 た通 り,あ る時気 がつ いた らこん な ところにい るとい う事実 に よって,自 分 と

い う意識 が別 の個 と して新 たな限定条件 の下 に絶 えず生 じて くるもので あ るこ とが分 った

わけであ るが,こ の こ とは同時 に個 々の限定条件下 に あ る意識 に必ず終 りが来 る ことを も

示 してい る。 だか ら,死 か ら逃 れ たい と思 う者 も,永 遠 の喪失 を意味す る 〈意識 の死 〉か

らは逃 れ られ ない。又逆 に,生 か ら逃 れたい と思 う者 もf自 分の意識 の死滅 を望 んでい る

わけであ るか ら,も し意識 とい う作用 が脳 とか神経 とい った物 質組織 の一 つの機能 に過 ぎ

ない もので あ るとすれ ば(実 際 の ところ又 その通 りで あろ うと思 うのであ るが),自 殺 と

い うことで,自 分 固有 の限定条 件下 の意識 の死 を もた ら しうる もの と一 応考 え られはす る

が,自 分 とい う意 識が また別の個 と して新 たな条 件の下 に絶 えず生 じて くる ものであ る し,

地上 には ど うい う個 と しての条件が 待 ち うけてい る ものか,意 識 において は想像 のつか な

い程 苦 の下限 には極 ま りが ない もの と思 われ るか ら,と にか くこれまでの 自分 の意識 と決

別 で きるので あ るか らとい って も,自 殺 す る ことで安心 してはおれ ない。 死 も病 も苦 も,

他 人の運命 の一切 が他人事 では な く,自 分 自身 の運 命で あ り,そ こには悲惨極 ま りない 自

分 も待 ち受 けてい るか らであ る。

この よ うに人間各 自我 は,宇 宙 を反 映 して い る意識 とい う作用 を,自 らの発意 で覚醒 さ

せた り消失 させた り してい るわけでは ない。 つ ま り人 間は,そ の意識 を点 けた り消 した り

す る,い わば点滅権 を掌 握 して いない ことにな る。意識 当事者 に とって,意 識 の点滅が他

律 的 にな され るとい うJこ の ことほど人間 の境遇が奴隷状 態 にあ ることを正 しく裏書 き し

てい る ものは ない。 そ して,認 めよ う と認め まい と,人 間存在 の悲惨 さは ここの ところに

あ る。

それ はた とえ,意 識 とい うものの媒体 であ る人類 を,い や意識 に もい ろいろ な レベルが

考 え られ るか ら万物 を,い や い っその こと万物 を包括 す る宇宙 を,仮 りに破砕 し絶滅 させ

るこ とが で きた と して も,意 識 とい うものを出芽 させ る先験的素 因が存在 す る限 り,ま た

またそれは必ず ど こかに生 じて くるもの と思 われ る。

な らば,こ の意識 の点滅の全権 を握 ってい る もの とは一体何者 なのか。 そ こで,意 識 の

媒体 とな る人類,及 び,そ の人類 を包括 す る宇宙 を創造 す る者 とい うよ うな,普 通 に考 え

られ る通 りの創造主 がかつ ぎ出 されて くる。 しか し,そ うい う万物 の創造主 とい うよ うな

一70一



『カイン』にみるバイロンの宗教心

ものを考え出す時,何 らかの計画 に基 づいて創造 し,被 造物全 ての一 部始終を見守 って い

て くれ るとい った極 めて人間的 な入格神 を想 像 してい る場合 が多い。

入 は誰 しも幸 福を求 めよ うとす る。 さ しさわ り(障 害)や 邪 魔が及 ぼ ないで 自由奔放 に

生 き られる ことを望 んでい る。 そ して,労 役 や,苦 痛,恐 怖,悲 惨や不幸 な どは極力避 け

よ う とす る。 しか し必ず しもそ う思 い通 りにはいか ない。 そ して,苦 しい 目に出会 って初

めて,人 はその対極 の世界を強烈 に思い描 くものであ る らしい。 なに故人 間は神 とい うも

のを想定 しなければな らないのか。 ど こにそのよ うな必要性が あるかを考 えてみ ると,わ

れわれ は無知無能 であ るとみずか ら認識す るが故 に全 知全能 とい う世界 を想定 す る。 又全

ては相対的で ある とい う認識故 に絶対者 とい う存在 を必要 と した り,不 自由で あ ると認識

す るが故 に 自由解放を切望 した りす る。又死 とい う空虚 さを観 るが故 に永遠不滅 な どとい

うことを妄想 す る。地上 とい う此 岸に立つ者が そ こに地獄 を見 る時,そ の制約 を受 け る故

に天 国 としての彼 岸を渇望す る。

こ こに も又触発 と発奮の機構が 見 られ るわ けであ るが,わ れわれは このよ うな入間 固有

の知性 によ る認識 とい う機能 に支配 され る故 に,ま た も制約 とい う宿命 的被 害を蒙 って し

まう。人間が認識 とい う営為に拘束 されて い る限 り,そ の認識 にい くら分化 が進 み,意 識

に昇 る世界がい かに豊 富にな ろうと も,そ こには元 よ り,自 由奔放 に生 きたい と思 う時の

その 自由 とは背反 した世界 しか展開 しよ うがない。何故 な ら,認 識 その ものが限定 とい う

性質 を持 つ以上,そ れは自由の概 念 に抵触す るか らで あ る。 自由 とい う観念す ら,認 識 と

い う限定 の産物で あるか ら,お よそ 自由 とい う言葉 の概念規定 をは るか に裏切 り倒 してい

る。 自由 とい う言葉が われわれの耳 に響 く時,即 座 に浮 かぶ イ メー ジは,も ちろん空漠 た

るものではあ るが,そ れが空漠 た るだ けに,か えって認識 を離 れた ところにある ものだ と

い うことが 暗に1め か されて い るのを感 じる。

実際 の ところ創 るとか創 られ る とかの発想 も,人 間存在 自体 のその置かれてい る立場か

ら発せ られ た ものであ ろうと思 われ る。被造物 は全て その創造主 であ る人格 神 に支 え られ

見守 られて いる と考 えた方が た しか に気 は安 ま るが,宇 宙 も本 当は創 るとか創 られ るとか

とい うよ うな範疇 にはないのか もしれ ない。 しか し人間に とって は,こ の認識 とい う制約

された歪な機能が全営為 の中枢 であ って,し か もこれ しかない。 そこで,も はや意 識の点

滅 の全権 を握 って いる もの とは何者 か とい う問い かけを捨 てて,こ の作品 のカイ ンのよ う

に,と もか く入間 にとって意識 の点滅 は他律的 になされ るとい う入間が置 かれて い る立場 ,

す なわち現実 とい う ものか ら発 つ ことにす る。

宇宙 の創造 者を見立て るので はな くて,創 る創 られ るは もちろんの こと,宇 宙の始 ま り

とか終 りとか も無 い と考え,人 格神 によ って見守 られてい ない とす れぼ,意 識存在で ある

入間 は,無 関心 の冷 た くよ そよそ しい洞穴 のよ うな宇宙の中で,全 く狐 立無 援の境地 に立

た されて いる ことにな る。

も し一回限 りの生 で,神 の見守 るところで はな くただの虫 け ら同然 の存在 で,物 質 その
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ままの生存 の仕方 を強 い られ るだ けの もの な ら,何 をや って も破廉恥 に した い放題 を して

命果 てて何が い けない とい うこ とにな る。

確 かに一人 の生 は,肉 体(神 経 や脳細 胞)の 死 と共 に朽 ち亡ぶ一代 限 りの ものか も しれ

ない。 その実 感の あ る間に,自 分 だ けはで きれば大 きな不幸 にあわずに,で きうる限 り面

白可 笑 しく楽 しめれ ばいい とい うのが まや か しの ない ところで あろ う。

この生 き方 は考 えて みれば,現 実 に最 も素直 で生 き生 き して い るのか も しれない。 ち ょ

うどそれ は,機 械 の歯 車が その営 みに 自己矛盾 を感 じるどころか,逞 しくその役 割 を果 し

てい る姿 に似 て いる。機 械 の一部 の歯車で あ る限 りは,ど う足掻 いて も歯車 は歯車で しか

あれ ない,こ れ は厳然 と した事実 であ る。 だか ら,い ず れ機械 自体 が老朽化 して崩壊す る

か,あ るいは,壊 れない まで も機 械の一部 と して の歯車 自身が摩耗 して しま うかす る もの

では あ って も,そ の時 が至 るまで黙 々と自分 の役割 を務め あげて最 後は潔 く壊 れ る もの と

な る。

しか し,た とえ この姿がい かに潔 く見 えた と して も,そ れ はあ くまで もその場(生)一

回限 りの ことで,次 回(来 世)は ど うな るか分 か らない こ とで もあ る し,機 械 全体 がいか

な る仕組 みでいか な ることに使用 されて い るかを考 え る時,自 分 の役割 として黙 々と務 め

あげ る働 きもその趣 きが違 って くる。 自分 を包括 してい る全体 が,何 のために存在 す るの

か,何 を して い るのか。 また何 の意味 もな くただひたす ら営 々 と運 動 してい るだ けの こと

であ るのか否 か は,歯 車 の分限 では もとよ り問 うことはで きない し,た とえ問 うて みた と

ころで歯 車 は歯車 で しか あれ ないか ら,所 詮 甲斐無 い ことで はあ るが,そ れで も一旦 自分

の立場 に 目覚 めた近代 自我 に とって はそれ こそ大 問題 なので,ど う して も自分 の存在 の意

味 を問 わずには おれ ない とい うことに な る。

人間 の意識 に反映 す る宇宙 は同時 に二元 的 に対極 を有 して い る逆 説的存在 で あ るが,人

間 はその構 成要素 と して,ま た過 程存在 と して,そ の片 方 の極 か ら他 の極へ 移行 しよ うと

す る ことで宇宙 とい う存在 を成就 して い る。 そ して入類 に共通 す る一方 の極 とは この地上

の情況 その ものであ って,そ れが人間各個 を もう一方 の極 に駆 りたてて い る。 それ で,自

分 の依 って立つ ところが神 の見守 る ところで な く,い か に も無 意味 に思 えて くる とす ると,

そ う思 えば思 うほ どその虚無性 自体 の駆 りたて によ り,尚 一・層 意味を求 めよ うと して しま

うので あ る。

と ころが運命 は初めか ら決定 されて い るとはい って も,過 程 存在で ある人 間 には既 に完

結 して い る宇宙 の全貌 を見渡 す ことはで きない。個 と して の視野 しか得 られない限 り,運

命決定 因子 とな る天 然 自然現 象の働 きも,自 分以外 の複 雑 な他者 の動静 も見通せ ないだけ

で な く,自 分 の不可解 な内的要素 が一体 どの よ うな ことに触発 され るの かは,ま す ます も

って予測 がつ かない どころか全 くの未知 であ るか らだ。

ミクロ体 の微粒 子が流れ易 い方 向 に流 れ るの と同様,マ クロ体 で ある入 間 も安易 な方 向

に流 れてい くとい う基本性質 を持 つ もので はあ るが,そ の時 々の触発 によ って はその原則

一72一



『カイン』にみるバイロンの宗教心

を打 ち破 る発奮 をす るこ とだ って起 こりうる。 その時 々の想念 ・発想 において 自 ら自覚 し

て判 断す る ところで あって も,そ の現実 の行 き着 く先は結果論的 に しか分 か らない。

や らない前 か ら決 まって い るとはいえ,決 ま った ところを歩 んで い る個 の レベ ルでは,

好 む と好 まざ ると,そ の時 々の駆 りたてす なわち,そ うい う気 になる とか,あ るいは他が

ど ういお うと どう して もそ うい う気 になれ ない とい うよ うな,あ らが い難い動 か しにただ

ただ従 って い くのみ であ る。例 えば どん なに憎 んで も,世 に カイ ンのよ うな殺人者 は絶 え

ることはない。現 に日常茶 飯 に殺 入は行 われ てい る し,ど う して もそのよ うな役 回 りを果

す者 も地上 には必ず な くては な らない らしいのであ る。

そ して か くの如 く運命 が決定 されて しま ってい る ものな らば,馬 鹿 らしくて何 もで きな

い とい って全 て を投 げ出 して しまお うとす るか,そ この ところを どう受 け とめていか に現

況 に対応 す るか は,全 く個人的 な自由意志 に よる決定 のよ うで あ るが,そ れ す らもその既

に決定 され た運命 の中で触発 され発奮 した ことにな っただ けの話 であ る。 そ うい う気 にな

る とか,ど う して もそ うい う気 に なれ ない とか は,そ の人間 固有 の既 に決定 されて い る内

的要 因 とその外的要 因 とが決 定通 り出会 い,そ うい う運命が その時点で実現 成就 した こと

と同義 であ る。 だか ら人 は どこまで行 って も,ま た どう足掻 こうと も,自 分 が埋め込 まれ

て位 置 してい る ところの触発 ・発 奮 の機構 を永遠 に避 け るこ とはで きない。

現時 点の各個 の決 定が次 の決 定を規定 して同 じ メカニ ズムの連続 によ って果て る。 その

有様 を想 像す ることははなはだ難 か しいが,仮 りに今,人 類 の歴史が この現 時点で 瞬時に

して断絶 した と して,そ の断面 に現 われてい る様相 に よって,人 類 の果 てが一体 どの よう

な もので あるかは ある程 度考 える ことはで き る。 勿論,こ の よ うに過程 の一断面 を見て全

体 の姿 ・性 質を推 し量 ろ うとす ることは た しかに無謀 な ことか も しれないが,人 類 の終末

を設 定 しその終止符 を仮 りに今 この現 時点 に求め ることは許 され て もいい と思 う。人類 が

ひ ょっ と した らこの現 時点で死滅 す るこ とにな るか も しれ ない し,個 体発生 に始終が あ る

ように系統 発生 に も始終が あ り,そ れ は これ まで に地 上 に出現 した数 々の種 が絶滅 してい

った事実 が証 明 してい るか らで あ る。

今 この時点で 人類が滅亡 した と仮定す るこ とは,今 この時 点で人類 の意識 が終息 した と

す るの と同 じであ るが,そ の意識 の初 めか ら終 りまで,つ ま り人類 の意識 の通時的総 和を

ひ とわた り眺 め るこ とが で きた として,そ こには果 して意識 の暁 あ るいは解放 は見 られ る

であ ろ うか。 む しろ人類 の意識 は閉塞 して い るので はないだ ろ うか。

どう して その ように悲観 的 にな るか とい うと,意 識 とい うものは目覚めた り消 えた りす

る もので あ るが,個 の意識 の点滅 は人類総 和意識 の点滅 を象徴 してい る もので あるに もか

かわ らず,そ の各 人一入一人 が,自 分 の意 識 の点滅権(自 由権)を 握 る時 が来 る とは到底

考 え られな いか らであ る。 それゆ え人類 の意識 の終末 も閉塞 してい る と考 え られ る。

ここで,人 間 が意識 とい う作用 に対 して対応 で きる姿勢 を整理 して み ると,大 別 して二

つあ る:① 一 つは,建 設 的 に しろ逃避 的 に しろ とに もか くに も根本的 に苦 を内蔵 してい る
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よ うな意識 その もの を根絶 しよ うとす る動 きであ り,② もう一つ は,い か な るもので あれ,

自身が よって立つ ところの意識 を基盤 に して そ こか ら発 ってい こうとす る動 きであ る。

① について は,意 識 の点滅 権 を得 ない限 り,ま た宇宙 に意識 とい う ものの 〈存 在能〉 が

あ る限 り,入 類 が,あ るいは,そ の他 の意識者 が,い かに 自分 の意 識を打 ち消 そ うと して

も,そ れ はあ とか らあ とか ら性懲 りもな く生 じて くるもので あるか ら,あ くまで も受 け身

の立場 に置かれ るこ とにな り人間 の対 応の仕方 と して は空 しす ぎ る。

② につ いては,さ らに二 通 りに分 かれ る:②aそ の片 方 は,意 識 とい うものは ど うしよ

うもない もので あ るか ら,な す がま まな され るが まま成 り行 きに従 って生 きるとい う態度

であ り,②b他 方 は,現 況 に対 置せ られ る対極 世界 を思 い描 いてその彼岸 に達 しよ うとす

る態度で あ る(カ イ ン,ル ー シフ ァはこの②bの 立場 を とる)。

ところで,②bの 場合可 能 か不可 能か は この際伏せ て,一 度彼岸 に達 しえた と して仮定

して みる と,そ の世 界はい かな る もので あろ うか。 その暁 においては,人 間は 自分 の意 識

の点滅権 を獲得 し,神 に等 しく全 知全能 ・永遠 不滅 ・絶 対 自由 ・自律創造 の域 に達 した こ

とを意味 す るか ら,い か なる ことを もな しうるので あ る。 それ は ち ょうど人 間を包含 す る

宇宙 を包括者 と して 見立て た時,こ の包括者 が な してい るこ とと全 く同 じにな る。即 ち,

少 な くとも地上 に見 る限 りのあ らゆ る善 も悪 も入間 に とって は非情 なる ことであれ ど,一

切 意 に介 さず同時 に同様 に な して しまう。

そ こにはモ ラルのかけ ら一 つ見あ た らない。少 しで も入間的 に考 えるな らば,正 に神 に

等 しい域 に達 したな ら,そ れ こそ非 の打 ち どころのない素晴 ら しいモ ラルが 芽生 える もの

で あろ うと想 像す るのは虫が よす ぎるのだ ろうか。 あ るい は非情 で なければ全知全能 た り

えない とい う ことなので あろ うか。

いや,よ く考 えてみれ ば,全 知全能者 に とって は,他 に無数 の字宙 を創造 す る ことだ っ

て可能 であ るのだか ら,な に もこの地上 で見 る限 りの宇宙 に こだ わる ことは ないわけで,

他 にい くらで も宇 宙 は開 け るはずで あ る。 しか し,今 度 は逆 に神 の域 に達 して絶対 自由 と

い うことにな った と して も,そ の境地 において尚依 然 と して,無 と有 の二 つの選択 肢 しか

ないのか と思 えて くる(意 識者 に とって は そ うと しか 考え よ う が ない とい うことはあ る

が)。 つ まる ところ無 と有 の両世界 を 自由 に往 き来で きて も,無 はあ くまで無 であ るか ら,

結局,神 にな って も有 の世 界 しか残 らない。

意識 の点滅権 を握 る者 すなわ ち神 さえ も,自 身 の閉塞性 を打 ち破 ることはで きない とい

うことは,お よそ神 らしくない神が われわれ の暁 の座 におわ します ことに な り,そ れは と

りも直 さず,現 実 に は人 間が勝 手 に思 い描 くよ うな神 はいない とい うことに なる。 そ して,

われわれが神 だ と思 い描 いていた ものが実 は人間 であ るわれ われ 自身 に他 な らなか ったの

で あ る。

何故 な ら,意 識存 在に は意識 の有 しかな く,そ れが唯一絶対 の全 世界で あ って,万 物 を

創造 し意識 を生 み出 しその意識 を 自由に操 る神 といえ ど,少 な くと も人間 に関 わ りあ る存
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在で あ る限 り,意 識の無 は神 に とって も無 であ るか ら有 意識 の世 界 にい る しかな く,こ の

宇宙以外 にい くつ もの異 な る宇 宙を創造 で きると して も,神 も人間同様存在 す るとい う意

識の有 の世界 に しか働 きか けよ うが ない。神 も創造主 であ るな らば,少 な くともこの宇宙

を も有す る もので あ るか ら,神 も人間 も変 わ りな く同 じところに位 置 して い ることにな り,

この宇宙 に関す る限 り神 も人 も同等だ とい うことにな る。

そ して,こ の有 の世 界 も葛藤 とい うことが無 くな って しま うと,即 ち対 立 とい うものの

ない一元 の世 界 にな って しま うと,そ れは も う静止 した状態 に等 しい ことに な り,も はや

何事 も展開 しない か ら意識 とい う もの も無 くなって しまう。行 き着 くところ,ま た もや無

の世界 に帰還 す る ことに なる。 故 に,有 の世界 において,言 いかえ る とこの宇 宙 において

は,如 何 な る悪 に して も如何 に悲惨 な地獄 に して も,こ の宇宙 か ら外 には絶対 に放逐 す る

ことはで きない とい うことで あ る。 よって意識 者 はその意識 に どう して も二 元の対立 とい
f711

うものを必要 と して しまうので あ る。

最初1の ところで,ル ー シフ ァや カイ ンが討 ち滅 ぼ したい とまで思 う宇宙 とは如何 な る

宇 宙で あろ うか とい った。 そ して,わ れ われ 人聞が その営 みの基盤 に して い る意識 とい う

ものを通 して,わ れわれが置か れてい る宇宙 とい うものを見て きたわ けで あ るが,こ こに

至 って,人 間 とい う意識存在 には この地上 よ り他 には どこに も行 きど ころが ない とい うこ

とになって しまった。

意識者 は自律 して 自分の意識 の点滅 を図 ることが で きぬ故,意 識 とい うものは閉塞 して

い るだけでな く,仮 りに意識 の点滅 権 を掌握 で きたに して も,そ の暁 にあるのは意識 の有

と無 を自由 に選択 で きる とい うだ けで,そ れ以外 に選 ぶ こ とので きる選択肢 は無 く,し か

も,点 滅 権を得て も有 の世界 を変 えて苦 を取 り除 けない うちは,他 の全 ての 自分 の悲惨 な

意識 を背 負い込む ことになる。 も し無を よ しとす るのな ら話 は別 だが,前 に も述 べ た通 り,

意識老 に とって は,一 旦味 わいえ た意識 に も捨て難 い ところが あ るので,無 に帰す る こと

にはど う して も首肯 しかね,や は り意識 の有 を選ぶ ことに なって しま う。 よ って その暁 も,

も う一度 この地上 に立 ち返 る とい う堂 々巡 りの循環論 に陥 り,に っち もさっち もいか ない

ところに意識者 は立ちつ くして しま うので あ る。

逆説 的 な宇宙 にあ って,意 識 にお いて の両 極が その有 と無で あ り,入 間が位 置す る此岸

は意識 の有で あ るか ら,そ の彼 岸 とす るところ即ち対極 は,行 き着 くところ無 に帰 して し

まわねば な らな くな り,人 間が その意識 におい て彼 岸 と して夢想 す る ところは全て,意 識

の有 の対 極 の意識 の無 に奪 われて しま う。 換言す ると,人 間 の彼 岸 は意識 の無 とい うこと

において しか実現 しないので あ る。

しか もこれ まで見て きたよ うに,基 盤 に して い る意識 はその果て において閉塞 してい る

に もかかわ らず,個 の意識 の上 においては このよ うな葛藤 の苦 の絶 える ことのな い地上 と
　ラ

永遠 に関わ らなけれ ばな らない。

さらに,生 存 してい る者 は直 接的 にせ よ関接的 にせよ,事 実上他 を犠牲 にす るこ とによ
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って生 き残 りえて い る。そ して人 は生 き残 りえてい る限 り,日 常 的に他を殺 してお り,そ

れは潜在的 に常 に殺人者 と して立 ってい るの と同 じこ ととな る。 カ インに して も兄 弟を殺

さず にはおれない と ころに置かれて いた。 しか も心優 しい人 と して詩人 が描 いた カインが
⑬

である。そ して詩人に限 らず本来円満で穏やかであ りたいと願 っているはずのわれわれ現

代人 も全てカインと同 じく兄弟同胞を殺 さずにはおれないところに立たされているのであ

る。それ故,〈 殺人者 カイン〉の姿は普遍的な入間のそれに他ならない。

このような境遇に苦を抱えたまま立たされた意識者は,そ の意識のどうしようもなさに,

や り場のない憤惹を覚えざるをえない。 これが最初1の ところで問題に した 〈カインの憤

り〉の全貌である。

結

これ まで見て きた よ うな意味 か ら,詩 入は カイ ンを通 して,神 の創造(あ りか た)即 ち

人間 の存 在(あ りかた)そ の ものを問 うてい るといえよ う:カ インの末商 と して現代 に生

きるわれわれ は,意 識受刑者 と して永遠 に地の表 を彷 裡 よい,こ れ まで 見て きた よ うな宇

宙 を,そ して その苦 をただただ耐 え忍 ぶのみか,と 。 そ して この問 いかけ こそ,詩 人 が こ

の作 品で最 も声 を大 に したか った ところで あろ うと思 われ る。

そ して この問いか けが発 せ られ た瞬 間 には もう,従 来 の神 は意識 の上 で は絶命 させ られ

て しまって い るこ とにな る。創造主 と して の神 は,も はやかつて絶対 であ ったその地位す

ら顧 み られ ない。何故 な ら,創 造主 の座 に坐 る者 が如何 に絶 対で あ るとい えど,人 間 の側

に立つ意識者 に とってはた とえそのよ うな座 に坐 った ところで,意 識 の暁(解 放)と は無

縁 であ り何 の用 もなさないか らで あ る。 そこで どうす るか。 詩人 は作 品の 中で一 つ の答 を
㈲

用意 している:意 識を軸 にして,自 分の心意をよ く保ち,如 何に脅威 といえど決 して自分

の外的感覚 と内的感情を曲げるような信仰を強い られ ることな く(創 造主とその創造に反

抗 し),不 屈の魂で意識の王国を築 き上げるという姿勢である。

そして,創 造主に反逆するというこの姿勢は,言 いかえるとその創造宇宙を絶対に容
㈲

赦 しない とい う態度 であ る。神 を討 ち倒 して(殺 して),新 たな宇 宙創造 を しよ うとす る

発想 は,正 に詩人 の後の ニーチ ェ(Nietzsche)に 見 られ ると ころで あるが,古 く聖書 の

「ヨブ記」 や 「伝道 の書」 な どに も表 わされた虚無思想 か ら発 って現代 の実 存主義 に至 る

まで に,バ イpン とい うこの詩入 の意識 を も駆 りたて た ことが うかが われ る。

いか な る権 威で あろ うが脅威で あ ろ うが,何 事 に も囚われず入 間の なまの姿 に目をすえ,

その現実 を直裁 に とらえ るところか ら,あ くまで も人 間自身の側 に立 と うとす る。 こ こに,

詩 人が他 の人 々を揺 り動 か した強烈 な駆 りたて,即 ち表現 以前 にあ る発想 の母体 と もい う

べ き熱 い血潮 が感 じられ る。 そ してそ こに こそ,こ の詩 人の大 い さが ある と思 う。

しか しなが ら,こ う して既存 の神 を討 ち倒 して しま った ことによ り,詩 人 と共 にわれわ

れ は もはや宇宙 の孤 児 ともい うべ き 〈よるべ な き身〉 とな った今,神 のいな くなった この
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地上 に立 ち 自 ら神 に成 り上 が った ものの,そ こで これか ら一体 何が で きる とい うのだ ろ う

か。

現行 の宇宙 をそ のま まに して は認 めず,創 造者 と して新 しく宇 宙を創造 す る とは いって

も,こ の宇宙 を一旦 離れ て とい うわ けにはい かないか ら,ま るで駄駄 を こね る如 く現実 を

認 めよ うとせず,ど う しよ う もない と ころに位 置 しなが ら敢 えて それ を何 とか しよ うと足

掻 きつつ踏 ん張 ろ うとす るに似 てい る。

この場合,既 存 の神 な ら無 か ら有 を生 み 出す の はわけ な く,ま た有 の 中味 もあ るいは造

り変 え うるで あろ う し,こ の宇 宙 を一 旦破砕 した ところか ら新 たにいか な る宇宙 を も創造

す るこ とはで きる もの と思 われ るが,新 しく神 とな った われわれ人 間 にはその よ うな力 は

な く,あ くまで も これまで足場 に して きた この地上 か ら発 つ しかない。 しか も現実 の この

地 上 は,依 然 と して 旧来 の物 質法則 を基盤 に して成 り立 ってい るの に,そ の か らくりが苦

を もた らす元 凶で あ るか らとい って取 り除 いて しまって は,も はや意識 も存在 しえな くな

る。 だか らとい って,仮 りに意識 は保持 して おいた まま意識 の上 にのぼ る苦が取 り除 けた

と した ら,も うその時 には葛藤 の無 い静 的 な,も はや意 識 とは呼 びよ うの ない ものにな っ

て しま う。 つ ま り,意 識 を採れ ばそれ に苦が伴 い,苦 を取 り除 こ うとすれ ば意識 を失 う,

とい ったジ レンマ に陥 って しま う。 それ に もかか わ らず,そ の よ うな場 に位 置 しなが ら尚

も意 識を失 うこ とな く苦 を取 り除 こ うとい うのだ か ら,支 離滅 裂 もいい ところで あ る。

しか し,一 度 で もこの よ うな発想が 地上 に生 まれた限 り,そ れ は地上 の情況 その ものが

人間 とい う意識 存在 を駆 りたてた結果 で あ るか ら,既 に完結 して い る宇宙 に包括 され た一

つの運動 と して実 在 してい る こと もまた確実 で あ る。

しか しなが らこの運 動 に暁が あ るのか,そ れ とも,所 詮空 回 りす るばか りで空 しく挫折

す る ことにな って い るの かは実 際 の と ころ見通 せ ない。 見通せ は しないが,あ るいは万 が

一 ひ ょっ と した ら,い つ の 日か この地上 に そのよ うな運 動 の暁を もた らせ ることにな って

い るのか も しれ ない。

勿論,そ の場合 の暁 とは一歯車 と しての分 限か らの離脱 を意味す るか ら,旧 来 の生 き方

とは根 底 的 に違 うもの とな ってい る。 何故 な ら,も し旧来 の生 き方 の ままだ と,い くら進

歩 発展 してい こうと も物 質法 則 の範 を超 え るこ とはな いか ら,い つ まで も同 じ次 元 に留 ま

るこ とに な り,暁 は永遠 に この地上 に実現 す る ことは ないか らであ る。 とい うもの,た と

え何時 か知性 の進歩 によ り人類 が物 質 を意の ままに制御 で き るよ うにな った と して も,都

合 に合 わせ て物質 の位 置を変 えた り壊 した りくっつ けた り邪魔 な ものを ど こかへ押 しや っ

た りす るだけで,こ の宇宙 のか ら くりか らは一歩 も離脱 しえてい ない こ とにな り,尚 も旧

来 の物 質観 を打 ち破 れ ないで い るこ とにな る。 そ こで,同 じ地 上 にいて全 く新 たな宇 宙法

則を発 見す るか何 か して,旧 来 の物質 を根底 か ら打破 した ところに新 たな宇 宙観 即ち新 た

な有 の世 界 を打 ち¥/て るの でな けれ ば,物 質 が従前 の物質 と しか見え ない ままで はいつ ま

で た って も 〈いた ち ごっ こ〉 に終 って しま う。 その意味 では,こ の暁 は次 元 を超 え る一種
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の変身 であ る。

とはいえや は り,苦(葛 藤)を 除 いて尚かつ意識 を保持 しえてい る世界 を この地上 に実

現 しよ うとす る ことは,無 知 蒙味で馬鹿馬 鹿 しい程楽 天的 であ るば か りか,不 可能 を可能

にで き ると思 い上が った狂気 の沙 汰 には違 いない。

しか しその よ うな運 動で も しない ことには.ひ とりぬ くぬ くと して おれ るの も束 の間,

悲惨 なひ との運命 もいずれ はわが身 とな るか らくりの中で,不 幸 な意識 を永遠 にひきず っ

て いかねば な らない。

世 に種 族保存 ・子孫繁栄 とか進 歩発 展 とか い う概念 が あるが,そ うい う発想 をす る時,

例 えば種 族保存 さえ して いれ ばいい,そ う して さえいた らど こか に行 き着 くとい うよ うな

何 らかの暁 のよ うな もの を考 えてい るのであ ろ うか。 それ とも,そ れが 自然 の摂理 だか ら

とい って,唯 しよ うが ないか らなすが ま まなされ るが まま成 り行 きに従 って生 き ることで

充足す るので あろ うか。

詩人 は,た だただ生 きのびてい さえすれば よい とい うよ うな発想 は,カ イン ・ルー シフ
セ　ラ

ァを通 して戒 めてい る:そ れは奴隷 の発想 で あ る,と 。 しか し,も しも生 きのびて さえい

れ ば進 歩発展 してい って,い ずれ ど こか に行 き着 くと考 えてい る とす れば,そ れは果 して

どのよ うな暁 なので あろ うか。一体何 を称 して進歩 発展 とい うのだ ろ う。 また生 きのび る

こ とと同 じ発想 の延長 にあ る種 族保存 を考 える時,人 は子孫 に何 を託 そ うとす るのであ ろ

うか。 人は誰 しも死後 の世界 も含 めて何 とか生 きのびよ うと した り,ま た子孫繁栄 を図 ろ

うと した りす るが,地 上 が今 の ままであれ ば,生 きのび るとか子孫繁栄 とか い ってみて も,

元 の木 阿弥 とい う同 じことの繰 り返 しで実 に空 しい。

この空 しさを,カ ミュ(AlbertCamus)は,「 山のふ も とか ら岩を押 し上 げ,頂 に達
お

す るや,岩 はそれ 自身 の重 みでふ もとに転 げ落 ち,そ れ を再 び押 し上 げ る」 とい った永遠

の劫 罰を神 によ って課せ られた シジフ ォスの,あ の気 の遠 くな るよ うな営み になぞ らえ,

「シジフォスには,下 山の時 に,自 己の運 命 を認識す る時 があ って,そ の運命 は彼 が侮蔑
(78)

す ることによ り克服 された」 とした。 そ して,カ ミュが 「侮 蔑す ることによ って克服 され
0191

ない運 命 はない」 とい う時,意 識 とい う ものが感覚 を も含 む ものであ るか ら,現 実の境遇

が変 わ らない限 り苦が あ るので,そ れ もまた空 しい ので はあ るが,し か し正 に この時,虚

無 の思想 の域 か ら一歩脱 し,ニ ーチ ェ同様 カ ミュも人間 の運 命を克服 しよ うとい う運動 を

してい る ことに間違 いはない。

誰で も生 きの びよ うとす る限 り,そ れ はつ まる ところ何 らかの暁を求 めてい るので あ る

か ら,ひ とりよ りよ く生 き られ た らいい とす るの は暁 を求め よ うと しなが ら,実 はその理

念 を現実 の行為で 自 ら裏 切 って い ることにな る。 それ に もか かわ らず,現 実 の地 上 には自

分 さえよければ とい う発想 しか生 まれ ない。現 実 において,他 人(ひ と)を 真 に実感で き

ない ことは,い たたまれな く悲 しい。

それで も,ひ との運命 はいず れはわが身 とい う認識 の上 に立つ限 り,一 人 で も残 る こと
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な く全 てが救 われ(苦 を除 いて尚意識 を保持 す る ことにな ら)な けれ ば自分 自身救 われ た

ことにはな らぬ と発想 す るわけであ るか ら,皆 が救 われ る船 即 ち仏教 でい うところの大乗

を見 出そ うとせず にはや まない。

地上 の現実 は,そ れが 人間 に とって真 に実在 す る とい うことを絶対 に疑 い うるもので は

ない。 しか し真 に実在す るとい うことは一・体 ど うい うことであ ろ うか。 人間 に とって実在

す る世 界で も他 の機能体 に とって は存 在 しない とい う こともあ る し,ま たその逆 もあ る。

そ こで,確 固 として実在す るか ら絶対 にあ ると信 じざるを えない,と い うこの地上で の現

実か ら,逆 にた とえ絵 空事 で も絶 対 に信 じ切 る ことでそ の世界 が疑 い よ うもな く確 固た る

もの として地上 に実 在す るよ うにな る,と い うよ うに意識 を切 りかえ られ ない ものだろ う

か と思 ってみた りす るので ある。 とい うの も,何 事か を思 い描 いて も思い通 りには行か な

い こと もあ る し,ま たそ う思 いは して も途 中で挫折す るとい う こともあ るが,そ れで もや

は り実際 には一歩前 の瞬間が次 の瞬間を左右 す る もので あ るか ら,人 は常 にその一刻一刻

の発想 の延長 上を歩 む ことになる。 それ故,今 どうい う思 い描 きをす るかが,そ の個人 の,

ひいては普遍 的な意識 の前途 を決す る最大 の問題 となるか らであ る。

この地上 の閉塞性 を打破 しうるか どうか は,い つに,今 後発想 に おいて 如何 に想 像的

(創 造的)で あ り うるか にかか って い る。い うなれ ば今 日の人類 の目 に写 る空 し くも実 に

貧 困(意 識上 にお ける不毛)な 様相 は,人 類が そのユ ー トピア,つ ま り人間 に とって彼 岸

で あ る苦 の ない意識 世界,言 いかえ ると全 知全能 の境 地を,い まだ真 に詳細 にイ メー ジ化

で きて いない こ とによ る もの と考 え られ る。

元来,虚 無 の思想 はそ こか ら立ち上がれ とい う意気 を発揚 しよ うとす る もので ある。 よ

って現代 にあ って は,虚 無 の思想 か ら発 って,意 識者 と して その意識 を失 うことな く苦 を

除 けるよ うな(こ この ところが矛盾 の極 みで あ るが,そ れだか らこそ この難 問を解 くべ く)

新 創造 を考 え出 さな くてはな らない。それ も人 間 とい う意識 者 に とって は,宇 宙広 しとい

え ど意識 を基盤 に して立 ってい くには正 に この地 上 しか ない。常 にいつ も今 この時 こそが

彼岸 への飛躍点 で ある ことには間違 いない。 だか らこ こが唯一 の彼岸 だ とい う自覚 の上 に

立 って,あ くまで も致 し方 な く意識 の上 においてで はあ るが,一 旦 この宇 宙を離 れ新 しく

創造 す ると して,ど の よ うな世界 を築 こうとす るかを想像 力を養い つつそれを駆使 して,

豊か な詩 心 ある世 界を想像(創 造)し なけれ ばな らない と思 えて くる。 これは正 しく無 か

ら有 を産 み出す に近 い仕事で あ るが,そ れを しないで地上 の次元 を良 しとす る限 りは,お

ろか し く馬鹿馬鹿 しい営 みの繰 り返 しに全 く飽 きないで おれ るよ うな精神構造 が必要で あ

ろ う。地上 の次元 に どっぷ り浸 って い る限 り,そ の意識 には解放(暁)は あ りえな い。始

ま って い ると同時 にすで に終 って しまって い る宇宙 に留 まる限 り,運 命 は決定 されてい る

か ら,そ の層の次元 の永劫輪廻 は避 け られ ない。 これ はち ょうど楽 園追 放後,そ れ まで に

獲得 した自身 の く知〉 の世界 を疑 うこと も知 らず盲 目的 に苦 を忍従 してい たカ イン以外 の

家族 た ち,こ とに神 に対 す る従前 の因習的儀礼 を カインに迫 った アベルの留 ま る層であ る。
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ところが次元が もし飛躍すれば層が変わるか ら,今 度はその次元の世界が必ず開けて くる

はずである.そ こではこの地上のよ うな苦や死のある齢 決定は免れることにな9。

これ こそが,こ の作品 におい て,詩 人 が読者 に訴 え駆 りたて よ うと して い る ことに他 な

らない ものであ ろ う。 しか し,人 間 の側 に立 ち,神 に対 して不 滅 の反抗 の姿勢 を貫 こう と

す るプ ロ メテ ウスのよ うに,独 り苦 悩す る姿 は余 りに も痛 ま しい。 だか ら詩人 は,こ の作

品 を そ こで留 めお くことは しない。地 の表 を さす らう罰 を神 よ り下 された後,一 人行 こ う

とす るカ インに,詩 人 は妻で 恋人で もあ るア ダとい う同行者 を与 えて い る。

　

Adah.Myofficeis

Henceforthtodryuptears,andnottoshedthem;

Butyetofallwhomourn,nonemournlikeme ,

Notonlyforthyself(Abel),buthimwhoslewthee .

Now,Cain!Iwilldividethyburdenwiththee.

アダ:私 の仕事 は,こ れ か らは,

涙 をす っか りか わか して,そ れ を も う流 そ うと しない ことです;

だ けど,死 を悼 む人 の うち,私 の よ うに嘆 く者 はい ないで しょう,

(ア ベルよ)あ なた一 人だ けで な く,あ なたを殺 した入 を も悲 しく思 うか ら。

さあ カ イン,あ な たの重 荷 を背負 いま しょう。

詩人は,こ のように 〈意識の暁〉を不屈に求めようとす る運動の発端は,ま ず 〈カイン

の宿命〉を自らの運命であると認識することにあるが,さ らに,他 人は もはや他入ではな

いという立場を共感 しようとするところか らしかこの運動は始 まらない,と していること

が分かる。

とはいえ実際は,他 人は他人であるとしか思えないところに立 っている。それを無理矢

理そ う思えといって も,現 実にはとても他入が自分だとは思えたりは しない。 ここに自家

撞着がある。 しか し少な くとも他人は自分であるというこの現実を認識 しない限 り,理 性

では全 くおろか しいと知 りなが ら,人 殺 しで も戦争で もみすみす平気でやれて しまう。ど

うなっているか と思 う程であるが,現 実はそうなって しまうのである。

「精神の劇場」 とは,本 来,読 者の心の中で繰 り広げられる煩悶ない しは葛藤を意味す

るのであろ う。それ故,普 遍的に誰の胸 にも覚えのある情景を再認識 させるために,劇 的

な題材を選んで上演 してみせて くれた詩人の意を汲むと,わ れわれ観客 も,作 品 に提示 さ

れた窮極の難問に是非 とも取 り組 まねばならないと思えて くるのである。

人類の危機感が 日増 しにつの って くる現在,20世 紀末 にさ しかかろうとす るこの時点に
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立つ と,尚 一 層,詩 人 が 『カイ ン』 を通 して突 きつ けた戦慷 すべ き問題 が急迫 して くるの

であ る。 もと もと人類 の終末が絶望 なので はな くて,個 入の死 こそが絶 望で あ った。 実際,

自分 自身 の死(意 識 の死)こ そ現 実 に絶望 その もので はなか ったか。 人類 はそれを ど うす

る こともで きぬ もの と して タブー化 し,た だひたす らそれ に目をつぶ って きただけで あ っ

た。 それを詩人 は怖 けず 目を 開けて見 るよ うに,こ の現実 を 『カ イン』 にて突 きつ けて き

たので あ る。 それ を当時の人 々は薄 々感 じ取 って恐れ忌避 した ので はなか ったろ うか。現

代 に立 つわれ われは今,「 カ イン』 にプnメ テ ウスに象徴 され る 〈意識 の苦〉 をあ りあ り

と見 る。 それ は取 りも直 さず,入 類 の意識 の果てで あ り,人 間 の窮 極の予言 を見てい るの

で あ る。 そん な ところに立 た されれ ば,否 応無 しに どうす るか と 自問 せ ざ るをえ ない。

『カ イン』 の予言性 の故 に,読 者 は この詩 劇 の終 った ところか ら歩 み 出さねば な らない。

ち ょうどカイ ンがそ うで あ るよ うに,地 の表を永遠 に放 浪す る劫 罰を課せ られてい るので

あ る。い ざ ここに立 た されて,立 ちす くんで恐 ろ しさに目をつぶ るか,ど こか に逃 げ込 も

うとす るか,見 て見 ないふ りをす るか。 当時 の入々な らで きたか も しれ ない。 しか し現代

に立つ われ われ にはそんな余 裕 はない。現実 に危機 感が差 し迫 って来て い るか らで あ る。

どう して も,人 類の ことを 自分 の ことと して考 えざ るを えな くなって きてい る。入類 の未

来を考 え る時機が来て,か え って本 来の問題 であ ったはず の 自分個人 の死 に突 き当 り,ど

う して も死 とい う窮極 の問題 と対峙 しな くて はおれ な くな った。 こ こに,こ の 『カ イン』

の恐 るべ き魔力が あ り,し か も現代 に立つ われわれ は,こ の予言的書物 が突 きつけた問題

か ら逃れ よ うにも どこにも行 き場 がない と ころ に,現 実 の切迫 した時 間 によ って追 い込 ま

れて しま った。 「カイン』 によ って う しろか ら追 われ,前 か らは現代 の終極 の危機 が迫 っ

て くる。 意識 を,意 識 の苦を,意 識 の死 を どうす る。 ここへ 遂 に来 て しまった。 「カイン』

が世 に出た当時 と現代,こ れを串刺 しに して貫いて い る普遍性及 び予言性 を探 ることで何

らかの希望(光 明)が 見い 出せ は しないか と,こ れ まで 見て きたわけで あるが,そ こにわ

ず かで も曙光 は見 られ たで あ ろうか。 それは ほの暗 い示唆 に留 ま る程度で はあ るが,前 途

に希望 と して開け る道が あ ることを ほのめか してい る。

詩人が この 「カイン』 で試 みたのは,〈 知〉 の終極 の破滅性 を明示す ることで あ った。

知 を押 し進 めてい った暁が兄弟殺 しとい う破滅行 為で あ り,自 らもその報 いを受 けてあえ

ぎ苦 しまねばな らぬ地獄 の様 相 を提 示 した。 そ もそ もそ こへ 至 るまで に,カ インは知の虚

無 を見た。知 とは対象 と自分が乖離す る始点で あ り,そ の行 き着 くところは分裂崩壊 しか

残 されて いない。決 して融和統合 の方 向で はない。

カイ ンは,父 母が楽 園 よ り持 ち こ して きた 〈知〉 をアベルの よ うに従順 には信奉 しなか

った。何故 な ら,そ こには生身 で感 じた実感 では な しに,た だ ただ これ以上 の苦 を恐れ る

余 りの盲 目的追従 あ るい は欺隔 があ ったか らだ。 〈自分〉 とい うものがひ たす ら受 け身で

あ る ことか ら仕方 な く苦 を もた らす ものに帰依 し懲 らしめを免が れよ うとす る臆 病でず る

い知 の退歩 が見 えたか らだ。
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カイ ンはあ くまで も知 の世界 の閉塞性(苦)を 打開 しよ うと知 を持 って なそ うと した と

ころに無理 があ った。 その向 うところ,知 に知 を重 ね て知 の中で 自我 が肥大す るばか りで

あ った。 この 自我 の肥大 は何時 かは膨 張 の末破 裂 して しま うか,あ るいは逆 に自我の 自滅

行 為 に警鐘 を鳴 らす 内奥 か らの声 に気 づいて,試 行錯誤 しなが らも,何 時か は人類 にとっ

ての希望 の火 を見い 出せ ることにな るかの どち らか の選択 しか なか った。 それ を カインは

破滅 の道を選 んで しまった。詩 人 は カインの破滅 の理 由に知 の 自己崩壊性 を詠み込 んだ。

ここに西欧 の知 の行 き詰 ま りとそ の末路 が象徴的 に予言 され てい るのを見 る。 さ らに示唆

した に留 ま るが,そ の行 き詰 ま りを打 開す る道 を求 め る ことを強 く促す ので ある。

それで は どう した らいいのか。知 によ って知 の世 界 の閉塞性 は打 ち破 れない以上,知 が

なおざ りに し置 き忘れて きた 自我 よ りもっと奥深 い部分を取 り込 んで汲 み上 げ る しかない。

即 ち,も う一 つの選択肢 を取 って,警 鐘 を鳴 らす 内奥 か らの声 に耳 を傾 け るこ とであ る。

これは言 いか え ると 〈自我 を超 え る しかない〉 とい うことにな る。 何故 な ら,内 奥へ 向 う

道 には知で は行 けないか ら他の方法 を求め る ことに なる。 その時 もはや知 は捨て られ る。

か とい って,そ れは 自己放 棄 などで はない。知 を捨 て るか らとい って知 の座 の自我 まで捨

て るのでは ない。 自 己放棄 とは単 な る言葉 で しかない,と い うの も現実 には到底で きるは

ず の もので はな く,真 に自己放 棄で きた と して も,自 分 の意識 が失 くなって しまっては何
(8?J

の意味 もな くな るか らで あ る。知 を捨 て るとは,自 我 が もっ と高次 の自己に統 合 され るこ

とをい う。 その時 には 自分 とい う意識 は もっと強烈 に 自覚 され ることだ ろ う。 それ も,苦

の ない自分 の意識 を永遠 に保持 しうる ことを全 く明 瞭 に自覚す るわ けで ある。 しか しなが

らそのよ うな境地 に至 る方法 はあ るのだろ うか。 も し釈 迦が真 に悟 りを開 いたのだ とす れ

ば,少 な くと もその方 法は一 つ東 洋 にあ った。 難行苦行 の後瞑想 を経 て解脱 した といわれ

る。輪廻転 生 の宿命 の鎖を断 ち切 って,苦 と死 の地獄 か らそれ らの無 い次元 に飛躍 したが,

それ こそわれ われ には とて も不可能 と思 え ることで あ る。

だが,し か しなが ら,苦 や死 の超 克 など とて も地上 に実 現で きや しな い と思 えて も,何

とか してそれを実現 しよ うと運動 して い くことが同 じ芝居 を観 る者 への,ま た意識 者 とし

て同 じ運命 を味 わ う者 に対 して の,せ めて もの誠意 ではないだ ろ うか。 そ うでな けれ ば,

幾 ら厳 そかな こ とを声 高 に叫 んでみて も所詮仕 方が ないのだ とい って しまえば,意 識存在

と して の自 らを裏切 り傷 つ け卑 しめ るだ けで,い つ までた って も人 間の生身 の ところの根

本 問題 は永遠 に片 づかない まま放 置 され る ことになるのであ るか ら。
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